
　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
新
規

感
染
者
の
数
が

減
少
傾
向
を
示

し
て
い
る
▼
一

時
期
は
、
陽
性

率
上
昇
、
感
染
拡
大
に
病
院
の

収
容
能
力
が
追
い
付
け
な
か
っ

た
。「
正
念
場
」「
重
大
局
面
」

な
ど
の
訴
え
は
心
に
響
か
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
現
場
は
行

政
担
当
者
、
医
療
従
事
者
の
情

熱
と
献
身
的
な
努
力
で
保
た
れ

て
い
た
の
だ
▼
「
中
等
症
」
と

い
う
文
字
は
、
誤
解
を
受
け
や

す
い
。
重
症
者
向
け
の
病
床
を

確
保
す
る
た
め
、
重
症
化
の
リ

ス
ク
が
低
い
と
判
断
さ
れ
れ

ば
、
自
宅
療
養
が
基
本
と
さ
れ

た
。
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
症

状
が
重
い
方
か
ら
割
り
当
て
る

と
い
う
こ
と
は
理
解
で
き
る

が
、
中
等
症
は
、
呼
吸
困
難
や

肺
炎
を
伴
う
場
合
が
多
い
▼
症

状
が
さ
ら
に
悪
化
し
た
時
に
、

迅
速
に
入
院
で
き
な
い
事
態
が

多
発
し
た
。
し
か
し
、
５
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
は
、
最
初
よ
り

も
緩
い
対
応
・
対
策
し
か
と
っ

て
い
な
か
っ
た
▼
重
症
化
の
時

の
画
期
的
な
治
療
薬
と
し
て
特

例
承
認
さ
れ
た
抗
体
カ
ク
テ
ル

療
法
も
、
投
与
患
者
は
限
ら
れ

て
い
る
。
今
後
、
驚
異
的
な
速

度
で
変
異
を
繰
り
返
す
ウ
イ
ル

ス
に
対
応
す
る
術
は
あ
る
の
か
。

楽
観
的
な
言
葉
を
並
べ
て
い
た

指
導
者
の
責
任
は
重
い
。（
美
）

東
京
都
２
０
２
２
年
度
予
算
要
請

　

協
会
は
、
９
月
２
日
に
東
京

都
第
二
庁
舎
10
階
会
議
室
に
て
、

東
京
都
福
祉
保
健
局
と
２
０
２

２
年
度
東
京
都
予
算
に
関
す
る

要
請
を
行
っ
た
。
今
回
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
下
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
東
京
都
側
の
一
部
回
答
者

が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
参
加
と
な
っ
た
。

　

今
回
、
当
会
か
ら
は
、
①
緊

急
事
態
宣
言
時
の
指
導
に
つ
い

て
、
②
高
点
数
に
よ
る
個
別
指

導
に
つ
い
て
、
③
生
活
保
護
の

医
療
要
否
意
見
書
に
つ
い
て
、

④
妊
産
婦
へ
の
医
療
費
助
成
制
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度
に
つ
い
て
、
⑤
介
護
保
険
の

自
己
負
担
額
の
軽
減
策
に
つ
い

て
、
⑥
自
治
体
が
行
う
歯
科
健

診
に
つ
い
て
、
⑦
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
⑧
訪

問
診
療
の
推
進
に
つ
い
て
、
⑨

在
宅
歯
科
医
療
実
践
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
つ
い
て
、
⑩
緊
急
時
の

医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
、
⑪

医
療
機
関
の
減
収
補
填
に
つ
い

て
、
⑫
検
査
費
用
等
の
補
助
に

つ
い
て
、
⑬
歯
科
衛
生
士
の
再

就
職
に
つ
い
て
、
⑭
歯
科
衛
生

士
学
校
に
つ
い
て
―
な
ど
17
項

目
に
つ
い
て
東
京
都
に
対
し
て

要
請
を
行
っ
た
。

―
―
高
点
数
に
よ
る
個
別
指
導

は
廃
止
を
求
め
る

　

厚
労
省
保
険
局
医
療
課
指
導

監
査
室
か
ら
発
出
さ
れ
た
事
務

連
絡
「
令
和
３
年
度
に
お
け
る

指
導
監
査
等
に
つ
い
て
」（
２

０
２
１
年
１
月
18
日
）
で
は
、

今
年
度
の
高
点
数
の
保
険
医
療

機
関
等
に
対
す
る
個
別
指
導
は

実
施
し
な
い
こ
と
や
、
今
年
度

の
集
団
的
個
別
指
導
に
選
定
さ

れ
た
医
療
機
関
に
対
し
て
は
、

２
０
２
２
年
度
も
引
き
続
き
高

点
数
で
あ
っ
て
も
２
０
２
３
年

度
に
お
け
る
高
点
数
を
理
由
と

す
る
個
別
指
導
は
実
施
し
な
い

こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

情
報
提
供
や
再
指
導
な
ど
に
よ

る
個
別
指
導
に
対
し
て
、
高
点

数
に
よ
る
個
別
指
導
を
行
う
必

要
性
が
乏
し
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
会
は

東
京
都
福
祉
保
健
局
に
対

し
、
高
点
数
に
よ
る
個
別
指
導

廃
止
の
要
望
が
あ
る
こ
と
を
報

告
。
関
東
信
越
厚
生
局
東
京
事

務
所
か
ら
厚
生
労
働
省
に
向

け
、
意
見
を
上
げ
る
よ
う
求
め

た
。

　

東
京
都
側
は
、
協
会
の
考
え

に
理
解
を
示
し
た
う
え
で
、
高

点
数
に
よ
る
指
導
は
、
指
導
大

綱
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
点

医
療
費
国
庫
補
助
10
兆
円
超
に
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を
強
調
。
関
東
信
越
厚
生
局
に

は
、
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝

え
る
と
返
答
し
た
。

―
―
妊
産
婦
に
関
す
る
医
療
の

在
り
方
を
検
討

　

東
京
で
は
、
２
０
２
５
年
以

降
人
口
が
減
少
し
、
少
子
高
齢

化
が
さ
ら
に
進
行
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
単
独

世
帯
や
高
齢
世
帯
の
増
加
な
ど

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１

９
年
に
東
京
都
が
行
っ
た
「
都

政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調

査
に
よ
れ
ば
、
少
子
化
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
背
景
に
は
、

「
働
き
な
が
ら
子
育
て
が
で
き

る
社
会
環
境
が
十
分
で
な
い
」

（
49
・
１
％
）
が
最
も
高
く
、

「
経
済
的
な
理
由
で
結
婚
に
踏

み
切
れ
な
い
人
が
増
え
て
い
る
」

（
48
・
０
％
）、「
結
婚
す
る
必

要
性
を
感
じ
な
い
人
が
増
え
て

い
る
」（
45
・
８
％
）
な
ど
と

続
い
て
い
る
。
当
会
は
、
東
京

都
福
祉
保
健
局
に
対
し
、
現
役

世
代
へ
の
補
助
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
訴
え
、
妊
産
婦
へ
の
助

成
は
重
要
と
デ
ー
タ
を
基
に
説

明
し
、
東
京
都
で
も
妊
産
婦
に

新
た
な
助
成
制
度
を
設
け
る
こ

と
を
求
め
た
。

　

東
京
都
側
は
、
妊
産
婦
へ
の

対
応
は
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
、
妊
産
婦
に
関
す
る
医
療
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
方
針
を
示
し
た
。

―
―
歯
科
衛
生
士
の
復
職
支
援

の
場
は
必
要

　

ま
た
昨
年
に
続
い
て
、
歯
科

衛
生
士
問
題
に
関
し
て
も
要
請

を
行
っ
た
。
現
在
、
歯
科
衛
生

士
の
有
資
格
者
は
約
27
万
人
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
際
に
就

業
し
て
い
る
人
数
は
約
13
万
人

に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
点
に

つ
い
て
、
日
本
歯
科
衛
生
士
会

が
行
っ
た
「
勤
務
実
態
調
査
」

に
よ
れ
ば
、
非
就
業
者
の
47
・

２
％
が
「
自
分
の
ス
キ
ル
」
を

再
就
職
の
障
害
と
し
、
再
就
職

に
結
び
つ
い
て
い
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
当
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
就
職
先

を
失
っ
た
有
資
格
者
で
あ
る
歯

科
衛
生
士
の
就
職
の
幅
を
広
げ

る
た
め
に
も
、
東
京
都
は
復
職

支
援
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
求

め
た
。

　

東
京
都
側
は
、
引
き
続
き
東

京
都
歯
科
衛
生
士
会
に
支
援
を

行
う
と
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
２
０
２
２
年

度
（
令
和
４
年
度
）
予
算
概
算

要
求
案
が
８
月
31
日
、
財
務
省

に
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち

保
険
局
関
係
の
主
な
要
求
内
容

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

保
険
局
予
算
案
の
柱
は
、
①

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
等
に
向
け
た
安
心
で
質
の
高

い
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
②
健
康
で
安
全
な
生
活
の

確
保
、
③
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
と
暮

ら
し
の
安
全
確
保
、
④
東
日
本

大
震
災
や
熊
本
地
震
を
は
じ
め

と
し
た
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
へ
の
支
援
―
の
４
本
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
①
の
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
た
安
心
で
質
の
高
い
医
療

等
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
は
、
各

医
療
保
険
制
度
な
ど
に
関
す
る

医
療
費
国
庫
負
担
を
２
０
２
２

年
度
予
算
で
は
10
兆
１
７
８
８

億
円
（
２
０
２
１
年
度
予
算
で

は
９
兆
８
５
３
３
億
円
）、
国

民
健
康
保
険
へ
の
財
政
支
援
３

１
０
４
億
円
（
同
３
１
０
４
億

円
）、
被
用
者
保
険
へ
の
財
政

支
援
８
２
５
億
円
（
同
８
２
０

２
０
２
２
年
度
厚
労
省
概
算
要
求
案

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
関
連
も
要
求

億
円
）
―
な
ど
を
要
求
し
て
い

る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
各
医
療
保
険

制
度
な
ど
に
関
す
る
医
療
費
国

庫
負
担
に
必
要
な
経
費
を
確
保

し
、そ
の
円
滑
な
実
施
を
図
り
、

保
険
料
の
軽
減
対
象
と
な
る
低

所
得
者
数
に
応
じ
た
保
険
者
へ

の
財
政
支
援
の
拡
充
、
保
険
者

努
力
支
援
制
度
等
の
継
続
実
施

に
必
要
な
経
費
を
確
保
し
、
拠

出
金
負
担
の
重
い
被
用
者
保
険

者
の
負
担
の
軽
減
と
短
時
間
労

働
者
の
適
用
拡
大
に
か
か
る
財

政
支
援
に
必
要
な
経
費
を
確
保

す
る
方
針
。

　

ま
た
、
医
療
分
野
等
に
お
け

る
デ
ー
タ
利
活
用
を
推
進
さ
せ

る
た
め
、
医
療
保
険
の
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
等

の
改
修
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
導
入
の
周

知
広
報
等
に
関
す
る
必
要
経
費

を
確
保
し
、
レ
セ
プ
ト
情
報
・

特
定
健
診
等
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
Ｎ
Ｄ
Ｂ
）
や
介
護
保
険
総

合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
健
康
・

医
療
・
介
護
情
報
を
連
結
・
解
析

す
る
環
境
を
整
備
・
拡
充
す
る
。

　

研
究
者
や
民
間
事
業
者
な
ど

幅
広
い
主
体
へ
の
提
供
等
を
行

い
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
が
診
療
報
酬
の
審
査
支
払
等

を
行
う
た
め
の
国
保
総
合
シ
ス

テ
ム
と
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
と
の
審
査
基
準
の
統
一

化
や
審
査
シ
ス
テ
ム
の
整
合

的
、
効
率
的
な
運
用
を
実
現
す

る
た
め
、
２
０
２
１
年
３
月
に

策
定
し
た
「
審
査
支
払
機
能
に

関
す
る
改
革
工
程
表
」
に
基
づ

き
、
２
０
２
４
年
度
の
次
期
更

改
に
向
け
、
シ
ス
テ
ム
整
備
の

支
援
を
行
う
と
し
て
い
る
。

出
金
負
担
の
重
い
被
用
者
保
険

ビルの脇から輝いた初日の出
（撮影者＝神澤晃/杉並区）
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中

医

協

総

会

歯
科
用
貴
金
属　

随
時
改
定
に
改
善
の
意
見
も

歯
科
用
貴
金
属　

随
時
改
定
に
改
善
の
意
見
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
強
診
や
歯
援
診
の
施
設
基
準
見
直
し
な
ど
の
意
見
を
整
理

金パラ・ 銀合金・ メタルコア

引き上げへ

随時改定 Ⅰ 2021年10月～

1393
1180

790

1160
944
780

1207
999
887
802
760

・

ローチのバークラスプ（金パラ）1歯1187×  2歯以上1207×
コンビネーション鉤（金パラ）前歯497×  犬歯・小臼歯517 ×  大臼歯560×
キ前小556×  銀キ大565×  銀キ前小1010×  パキ大パ1186×

431
203

545
764
310

963
402

940545 940

692
552 479

210 319 356 510

903
342 495

198 253

1135
1198 2100

1264

1493

1630
1335

1899 1238
1535
1690 1987

　
「
随
時
改
定
Ⅰ
」
に
よ
り
、

歯
科
鋳
造
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム

合
金
の
価
格
が
１
ｇ
あ
た
り
２

６
６
８
円
か
ら
２
９
５
１
円
に

変
更
さ
れ
る
な
ど
、
10
月
以
降

の
金
パ
ラ
・
銀
合
金
・
メ
タ
ル

コ
ア
な
ど
の
点
数
が
引
き
上
げ

に
な
る
（
図
参
照
）。

　

し
か
し
、
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
が
行
っ
て
い
る
「
金
パ

ラ
逆
ザ
ヤ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ　

実

勢
価
格
調
査
」
の
結
果
に
よ
る

と
、
今
年
６
月
の
金
パ
ラ
の
市

場
価
格
の
全
国
平
均
は
１
ｇ
あ

た
り
３
３
１
３
円
と
な
っ
て
お

り
、
引
き
上
げ
後
も
原
価
割
れ

が
解
消
さ
れ
る
と
は
言
い
切
れ

な
い
。
差
が
生
じ
る
原
因
と
し

て
、
参
照
す
る
市
場
価
格
の
時

期
に
ず
れ
が
あ
る
点
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
協
会
は
改

善
に
向
け
て
、
厚
生
労
働
省
に

さ
ら
に
要
求
を
行
っ
て
い
く
。

図
：
10
月
以
降
の
金
パ
ラ
・
銀

合
金
・
メ
タ
ル
コ
ア
の
点
数

（
レ
セ
プ
ト
用
紙
を
も
と

に
、
10
月
以
降
の
点
数
を
下
線

で
表
示
）

９
月
15
日
の
中
医
協
で
、
第

１
ラ
ウ
ン
ド
で
の
主
な
意
見
が

整
理
さ
れ
た
。
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
に
か
か
る
も
の
と
し

て
、
①
ど
の
診
療
所
が
か
か
り

つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型
歯
科

診
療
所
（
か
強
診
）
で
あ
る
か

を
周
知
す
る
必
要
性
、
②
周
術

期
等
口
腔
機
能
管
理
に
か
か
る

地
域
の
歯
科
診
療
所
の
参
加
推

進
、
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
な
ど

の
意
見
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま

た
、
生
活
の
質
に
配
慮
し
た
歯

科
医
療
の
推
進
な
ど
に
関
す
る

も
の
と
し
て
、
①
根
面
う
蝕
を

含
め
た
成
人
期
以
降
の
う
蝕
の

継
続
管
理
や
歯
科
用
貴
金
属
の

代
替
材
料
の
検
討
、
②
歯
科
矯

正
の
必
要
性
、
③
院
内
感
染
防

止
対
策
の
評
価
の
在
り
方
の
意

見
が
あ
っ
た
こ
と
も
報
告
さ
れ

た
。
在
宅
で
は
、
①
歯
科
訪
問

診
療
の
認
知
度
を
高
め
る
必
要

生
活
保
護
指
定
医
療
機
関

生
活
保
護
指
定
医
療
機
関

動
画
視
聴
方
式
に
よ
る
指
導
を
実
施

動
画
視
聴
方
式
に
よ
る
指
導
を
実
施

　

生
活
保
護
法
指
定
医
療
機
関

の
新
規
指
定
ま
た
は
指
定
更
新

を
行
う
歯
科
医
療
機
関
に
対

し
、
９
月
３
日
付
で
、
動
画
視

聴
形
式
に
よ
る
一
般
指
導
の
通

知
が
送
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
医
科
で
行
わ
れ
て

い
た
当
該
指
導
は
今
年
度
、
歯

科
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

対
象
は
、
２
０
２
０
年
度
に

生
活
保
護
法
指
定
医
療
機
関
の

性
、
②
か
強
診
や
在
宅
療
養
支

援
歯
科
診
療
所
（
歯
援
診
）
に

お
け
る
歯
科
訪
問
診
療
料
の
算

定
回
数
の
要
件
見
直
し
、
③
薬

局
か
ら
歯
科
に
情
報
共
有
を
行

う
な
ど
歯
薬
連
携
の
推
進
を
検

討
す
べ
き
、
な
ど
の
意
見
が
あ

っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
金
パ
ラ
原
価
割
れ
に

関
し
て
は
、
よ
り
直
近
の
平
均

素
材
価
格
を
反
映
で
き
る
制
度

の
構
築
や
随
時
改
定
の
頻
度
、

市
場
価
格
調
査
の
精
度
向
上
を

求
め
る
意
見
が
報
告
さ
れ
た
。　

　

こ
れ
ら
金
パ
ラ
の
課
題
は
、

協
会
が
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き

た
項
目
と
同
様
で
あ
り
、
会
員

の
意
見
が
中
医
協
の
議
論
に
も

一
定
程
度
反
映
さ
れ
た
。
協
会

は
、
第
２
ラ
ウ
ン
ド
の
議
論
を

注
視
し
つ
つ
、
今
後
も
厚
生
労

働
省
に
改
善
を
求
め
て
い
く
。

中医協での主な意見（一部）
〇地域包括ケアシステム
　①どの診療所がかかりつけ歯科医機能強化型歯科
　　診療所（か強診）であるかを周知する必要性
　②周術期等口腔機能管理にかかる地域の歯科診療
　　所の参加推進
　③ＩＣＴの利活用

〇生活の質に配慮した歯科医療の推進
　①根面う蝕を含めた成人期以降のう蝕の継続管理
　　や歯科用貴金属の代替材料の検討
　②歯科矯正の必要性
　③院内感染防止対策の評価の在り方

〇在宅
　①歯科訪問診療の認知度を高める必要性
　②か強診や在宅療養支援歯科診療所（歯援診）に
　　おける歯科訪問診療料の算定回数の要件見直し
　③薬局から歯科に情報共有を行うなど歯薬連携の
　　推進

医療機器に係る保険適用決定区分及び価格
販売名 レボシス‐Ｊ
保険適用希望企業 ORTHOREBIRTH 株式会社

本品は、以下の使用目的の為に使用
する。
1. 骨折等、外傷により生じた骨欠損
　の補填。
2. 自家骨採取により生じた骨欠損の
　補填。
3. 骨腫瘍等、疾病の治療により生じ
　た骨欠損の補填。
4. 自家骨 ( 同種骨 ) 移植の補助。

レボシス‐Ｊ C1
（新機能）

レボシス‐Ｊ 0.1g 当たり
14,800 円

078 人工骨
⑥汎用型・
　吸収型
（多孔体・蛋
白質配合型）

なし なし

〇歯科点数表
　Ｊ０６３－２ 骨移植術（軟骨移植術を含む。）
　１ 自家骨移植
　　イ 簡単なもの 1,780 点
　　ロ 困難なもの 16,830 点 
　２ 同種骨移植（生体） 28,660 点
　３ 同種骨移植（非生体）
　　イ 同種骨移植（特殊なもの） 39,720 点
　　ロ その他の場合 21,050 点

中医協資料「医療機器の保険適用について（令和３年９月収載予定）」より

販売名 決定区分 主な使用目的

販売名 償還価格 類似機能区分 外国平均価格
との比

費用対効果評
価への該当性

９
月
１
日
付
で
、
人
工
骨
「
レ
ボ
シ
ス

—

Ｊ
」（O

R
T
H
O
R
E
B
IR
T
H

株
式
会
社
）

が
、
区
分
Ｃ
１
で
保
険
適
用
に
な
っ
た
。
保
険

償
還
価
格
は
０
・
１
ｇ
当
た
り
１
万
４
８
０
０

円
で
、
新
し
い
区
分
で
あ
る
「
人
工
骨
（
１
）

汎
用
型
②
吸
収
型
ウ
綿
形
状
」
で
の
保
険
収

載
と
な
る
。

　

な
お
、
レ
ボ
シ
ス̶

Ｊ
は
、
添
付
文
書
に

お
い
て
、
抜
歯
窩
へ
の
補
填
や
歯
科
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
治
療
な
ど
、
歯
槽
骨
へ
の
適
用
は
意
図
し

て
い
な
い
た
め
使
用
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
歯
科
に
お
い
て
は
、
自
家
骨

移
植
を
行
っ
た
結
果
で
生
じ
た
顎
骨
の
欠
損
部

位
へ
の
補
填
に
用
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

人
工
骨
「
レ
ボ
シ
ス
ー
Ｊ
」
が
９
月
か
ら
保
険
適
用
に

　

東
京
都
議
会
各
党

　

要
請
内
容
に
理
解
を
示
す

新
規
指
定
を
受
け
た
医
療
機
関

ま
た
は
２
０
２
１
年
度
に
当
該

指
定
の
更
新
対
象
と
な
る
医
療

機
関
。
指
導
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
配
信
さ
れ
、「
医
療
扶
助

に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
つ

い
て
」「
指
定
医
療
機
関
に
お

け
る
診
療
報
報
酬
請
求
上
の
留

意
事
項
に
つ
い
て
（
歯
科

編
）」「
生
活
保
護
法
の
医
療
扶

助
に
お
け
る
留
意
事
項
に
つ
い

て
」
の
３
本
の
動
画
を
視
聴
す

る
形
式
で
行
わ
れ
て
い
る
。
カ

ル
テ
な
ど
の
持
参
や
個
別
面
談

は
な
い
。

　

通
知
が
来
た
方
は
、
何
か
問

題
が
あ
っ
た
の
か
と
不
安
に
な

る
必
要
は
な
く
、
案
内
に
沿
っ

て
動
画
を
視
聴
し
、
何
か
疑
問

な
ど
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
協
会

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。

東京歯科保険医協会ホームページ東京歯科保険医協会ホームページ

最新の歯科医療情報等を発信最新の歯科医療情報等を発信

　

協
会
は
、
東
京
都
の
２
０
２

２
年
度
予
算
を
テ
ー
マ
に
、
都

議
会
各
党
（「
都
民
フ
ァ
ー
ス

ト
の
会
」「
立
憲
民
主
党
」「
日

本
共
産
党
」）
と
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
下
の

た
め
、
議
員
側
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
の

開
催
と
な
っ
た
。
協
会
か
ら

は
、
坪
田
有
史
会
長
と
高
山
史

年
理
事
が
参
加
し
た
。

　

坪
田
会
長
か
ら
は
、
冒
頭
、

東
京
都
へ
の
要
請
内
容
に
傾
聴

し
て
く
れ
る
こ
と
に
謝
意
を
示

し
た
上
で
、
東
京
都
へ
要
請
し

た
17
項
目
に
つ
い
て
説
明
。
生

活
保
護
の
医
療
要
否
意
見
書
に

つ
い
て
は
、
市
町
村
に
よ
っ
て

は
医
療
機
関
側
に
費
用
負
担

（
郵
送
料
）
が
発
生
す
る
こ
と

に
触
れ
、「
費
用
負
担
が
増
え

れ
ば
、
生
活
保
護
指
定
医
療
機

関
に
名
乗
り
を
あ
げ
る
と
こ
ろ

も
増
え
ず
、
都
民
の
受
診
に
も

影
響
が
あ
る
」
と
指
摘
。
そ
の

た
め
、
無
料
と
な
っ
て
い
な
い

地
域
が
あ
っ
た
場
合
は
、
都
議

会
各
政
党
か
ら
も
東
京
都
に
対

し
て
、
各
市
町
村
へ
無
料
化
と

す
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
う
こ

と
を
求
め
た
。
ま
た
、
各
市
区

町
村
に
医
療
要
否
意
見
書
」
に

か
か
る
医
療
機
関
の
郵
送
費
負

担
の
状
況
を
東
京
都
か
ら
周
知

す
る
こ
と
や
、
メ
ー
ル
や
フ
ァ

ッ
ク
ス
に
よ
る
送
付
に
つ
い
て

検
討
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
る

こ
と
を
求
め
た
。

　

ま
た
高
山
理
事
か
ら
は
、
介

護
保
険
に
つ
い
て
、
障
が
い
者

が
医
療
保
険
か
ら
介
護
保
険
に

切
り
替
わ
っ
た
場
合
、
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
制
度
（
マ
ル

障
）
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に

触
れ
、「
医
療
保
険
か
ら
介
護

保
険
に
切
り
替
わ
っ
た
場

合
、
医
療
費
助
成
制
度
が
活
用

で
き
な
く
な
り
、
患
者
さ
ん
に

自
己
負
担
額
が
生
じ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
介
護
保
険
に
切
り
替

わ
っ
た
場
合
で
も
、
自
己
負
担

軽
減
策
を
検
討
す
る
こ
と
を
東

京
都
へ
働
き
か
け
て
も
ら
い
た

い
」
と
訴
え
た
。

　

各
党
は
、
要
請
内
容
に
対
し

理
解
を
示
し
た
上
で
、
党
内
で

東
京
都
の
次
年
度
予
算
の
要
請

内
容
に
含
め
て
い
く
か
検
討
す

る
と
し
た
。

　

協
会
は
引
き
続
き
、
東
京
都

民
の
立
場
に
立
っ
た
都
政
の
改

善
を
訴
え
て
い
く
。



インボイス導入前に

ワンポイントアドバイス

インボイス発行事業者の登録はインボイス発行事業者の登録は１０１０月開始月開始
企業健診等を行う歯科医療機関は留意を
　　　　　　　　　　税理士法人税制経営研究所　荒川俊之

２
０
２
３
年
10
月
１
日
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）
が
導
入
さ
れ

る
予
定
で
す
。
消
費
税
の
複
数
税
率
に
対
応
す
る
仕
入
税
額
控
除
の
方
法
と
し
て
導
入
さ
れ
る

も
の
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）
を
発
行
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
者
登
録
が
２
０
２

１
年
10
月
１
日
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
係
す
る
の
は
課
税
事
業
者
な
の
で
、
個
人
立
の
歯
科
医
療
機
関
に
は

あ
ま
り
関
係
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
部
へ
の
影
響
も
あ
る
こ
と
は
事
実
の
た
め

、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
を
今
の
う
ち
に
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

１
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要

　

イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
、
消
費
税

法
に
お
い
て
必
要
な
要
件
（
発

行
事
業
者
の
名
称
、
登
録
番
号
、

取
引
内
容
、
適
用
税
率
、
消
費

税
額
の
記
載
）
を
満
た
す
イ
ン

ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
が
発
行
し

た
請
求
書
や
領
収
書
の
こ
と
で

す
。２

０
２
３
年
10
月
か
ら
は
、

課
税
事
業
者
が
仕
入
税
額
控
除

を
行
う
た
め
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス

の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
な

る
に
は
、
①
課
税
事
業
者
で
あ

る
こ
と
、
②
事
前
に
税
務
署
に

「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の

登
録
申
請
書
」
を
提
出
す
る
こ

と
―
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
免
税
事
業
者
（
消
費

税
の
納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
て

い
る
事
業
者
）
で
あ
っ
て
も
、

申
請
す
れ
ば
課
税
事
業
者
と
な

っ
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
同

時
に
消
費
税
の
納
付
義
務
が
生

じ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ

れ
る
２
０
２
３
年
10
月
１
日
か

ら
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
よ
う

と
す
る
事
業
者
は
、
原
則
と
し

て
２
０
２
３
年
３
月
31
日
ま
で

に
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署

に
「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者

の
登
録
申
請
書
」
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
免

税
事
業
者
が
登
録
す
る
場
合
に

は
、
課
税
事
業
者
を
選
択
す
る

と
同
時
に
、
課
税
事
業
者
と
な

る
課
税
期
間
の
初
日
の
前
日
か

ら
起
算
し
て
１
カ
月
前
（
例
：

10
月
１
日
か
ら
課
税
事
業
者
と

な
る
場
合
は
８
月
31
日
）
ま
で

に
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
「
収
入

を
受
け
る
側
」「
支
払
う
側
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
見
る

と
下
記
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２
、
仕
入
税
額
控
除
の
要
件
の
変
更

２
０
２
３
年
10
月
１
日
以
降

に
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事

業
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
イ
ン

ボ
イ
ス
の
保
存
が
要
件
と
な
り

ま
す
。

　

多
く
の
歯
科
診
療
所
は
、
免

税
事
業
者
ま
た
は
売
上
に
よ
り

消
費
税
額
を
計
算
で
き
る
簡
易

課
税
適
用
事
業
者
の
た
め
、
あ

ま
り
影
響
が
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
本
則
課
税
の
課
税

事
業
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
イ

ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
以
外
の

取
引
は
仕
入
税
額
控
除
の
適
用

を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

３
、
歯
科
医
療
機
関
へ
の

　
　
　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
影
響
は
…

　

こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導

入
は
、
消
費
税
導
入
時
（
※
）

に
国
民
と
約
束
し
た
中
小
事
業

者
を
保
護
す
る
仕
組
み
を
、
廃

止
す
る
総
仕
上
げ
と
し
て
の
改

定
と
な
り
ま
す
。
歯
科
医
療
機

関
へ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
影

響
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

①
企
業
の
健
康
診
断
な
ど
の
自

由
診
療
を
行
っ
て
い
る
場
合
、

企
業
は
歯
科
医
療
機
関
へ
支
払

っ
た
経
費
に
含
ま
れ
る
消
費
税

を
控
除
す
る
た
め
に
、
歯
科
医

療
機
関
へ
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
を

求
め
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
事
業
者
登

録
を
し
て
い
な
い
歯
科
医
療
機

【
収
入
を
受
け
る
側
】

　

収
入
を
受
け
る
登
録
事
業
者

は
、
支
払
う
側
で
あ
る
取
引
相

手
（
課
税
事
業
者
）
か
ら
求
め

ら
れ
た
時
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を

交
付
し
、
か
つ
交
付
し
た
イ
ン

ボ
イ
ス
の
写
し
を
保
存
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
支
払
う
側
】

　

支
払
う
側
は
、
仕
入
税
額
控

除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
、

原
則
と
し
て
取
引
相
手
（
課
税

事
業
者
）
で
あ
る
登
録
事
業
者

か
ら
交
付
を
受
け
た
イ
ン
ボ
イ

ス
の
保
存
等
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

関
で
あ
れ
ば
、
イ
ン
ボ
イ
ス
は

発
行
で
き
な
い
た
め
、
事
業
者

登
録
を
し
て
い
る
歯
科
医
療
機

関
に
企
業
健
診
の
委
託
先
を
変

更
、
ま
た
は
そ
の
報
酬
に
つ
き

値
引
き
を
求
め
て
く
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

②
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
自
由
診

療
を
行
っ
て
い
る
場
合
や
、
歯

ブ
ラ
シ
な
ど
の
物
品
販
売
が
あ

る
場
合
、
本
則
課
税
の
課
税
事

業
者
で
あ
る
医
療
機
関
は
、
業

４
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
は

　
　
　

登
録
し
た
ほ
う
が
良
い
か
否
か

　

課
税
事
業
者
の
場
合
は
、
登

録
し
な
い
と
取
引
の
相
手
方
は

仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
２
０
２

３
年
10
月
１
日
開
始
の
た
め
、

急
ぐ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
忘

れ
ず
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
方
で
、
企
業
健
診
な
ど
の

契
約
も
な
く
、
特
に
イ
ン
ボ
イ

ス
を
発
行
す
る
必
要
も
な
い
歯

科
医
療
機
関
、
そ
し
て
、
免
税

事
業
者
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し

も
登
録
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

荒川 俊之 氏

機
関
紙
９
月
号
に

つ
い
て
、
通
信
員

50
名
の
便
り
か
ら

抜
粋
し
ま
し
た
。
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信
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便
り
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便
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新
規
開
業
医
講
習
会
に
23
名
が
参
加

９
月
５
日
、
Ｔ
Ａ
Ｐ
高
田
馬

場
に
て
、
新
規
指
導
を
控
え
た

会
員
を
中
心
に
新
規
開
業
医
講

習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は

感
染
対
策
を
講
じ
た
会
場
で
23

名
の
会
員
が
参
加
し
、
講
義
終

了
後
の
質
疑
応
答
で
も
、
歯
周

病
治
療
の
流
れ
や
期
間
な
ど
多

く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
協
会

講
師
団
が
時
間
の
許
す
限
り
、

回
答
を
行
っ
た
。

　

新
規
開
業
医
講
習
会
は
保
険

診
療
の
ル
ー
ル
を
理
解
し
、
適

切
な
カ
ル
テ
記
載
や
保
険
請
求

が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

１
９
８
７
年
か
ら
続
く
歴
史
あ

る
講
習
会
で
あ
る
。
指
導
当
日

の
持
参
物
や
歯
科
衛
生
士
の
業

務
記
録
方
法
、
そ
し
て
指
導
時

に
指
摘
さ
れ
る
事
項
な
ど
、
各

診
療
報
酬
改
定
年
度
に
合
わ
せ

た
カ
ル
テ
記
載
の
実
例
を
豊
富

に
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
伴

い
、
新
規
個
別
指
導
が
本
年
１

月
よ
り
延
期
さ
れ
、
ま
た
指
導

計
画
も
大
幅
に
変
更
さ
れ
て
い

る
。

　

次
回
開
催
は
12
月
５
日
を
予

定
し
て
お
り
、
い
つ
新
規
個
別

指
導
の
通
知
が
届
い
て
も
慌
て

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
既
に
開

業
さ
れ
て
い
る
先
生
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
開
業
を
予
定
さ
れ

て
い
る
先
生
に
も
、
ぜ
ひ
と
も

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

馬場 安彦 氏

８
月
28
日
、島
倉
洋
造
氏（
千

代
田
区
開
業
／
社
保
・
学
術
部

員
）
を
講
師
に
迎
え
、「
ラ
テ

ラ
ル
エ
ン
ド
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
〜

ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル
で
の
根

管
形
成
の
原
理
原
則
〜
」
を
テ

ー
マ
に
、
第
１
回
若
手
歯
科
医

師
向
け
学
術
ベ
ー
シ
ッ
ク
講
座

を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
12
名
、
会

場
４
名
の
合
計
16
名
の
参
加
が

根
管
治
療
成
功
の
秘
訣
を
紹
介

　
　
　

第
１
回
若
手
歯
科
医
師
向
け
学
術
ベ
ー
シ
ッ
ク
講
座

あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
冒
頭
で
島
倉
氏
は
補

綴
に
際
し
、
エ
ン
ド
と
ぺ
リ
オ

が
臨
床
の
土
台
と
な
る
こ
と
を

確
認
し
た
う
え
で
、
根
管
治
療

を
成
功
に
導
く
た
め
に
、
①
目

指
す
ゴ
ー
ル
を
設
定
す
る
、
②

機
材
を
揃
え
る
、
③
根
管
治
療

の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る
、
④

根
尖
部
の
イ
メ
ー
ジ
を
掴
む
、

⑤
根
管
形
成
を
実
践
す
る
こ
と

―
の
５
つ
を
示
し
た
。
ま
た
、

常
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
と
し

て
、
①
機
材
や
器
具
の
滅
菌
、

②
ベ
ー
ス
セ
メ
ン
ト
や
キ
ャ
ビ

ト
ン
に
よ
る
仮
封
の
重
要
性
、

③
ラ
バ
ー
ダ
ム
防
湿
の
必
要
性

―
を
加
え
て
説
明
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
解
説
し
た
上
で
、

デ
ン
タ
ル
写
真
像
で
の
根
尖
と

Ｅ
Ｍ
Ｒ
の
根
尖
は
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
こ
と
が
多
く
、
生
理

的
根
尖
孔
を
意
識
す
る
こ
と
の

大
切
さ
や
、
弯
曲
し
た
根
管
に

対
し
て
は
、
手
用
フ
ァ
イ
ル
や

Ｎ
ｉ‒

Ｔ
ｉ
フ
ァ
イ
ル
を
使
用

し
、
ゲ
ー
ツ
ド
リ
ル
や
エ
ン
ド

バ
ー
を
併
用
し
て
根
管
の
弯
曲
を

緩
く
す
る
こ
と
が
、
根
管
治
療
の

成
功
の
秘
訣
で
あ
る
と
し
た
。　

　

最
後
に
根
管
治
療
終
了
後
は

①
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
、
②

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
根
尖
部
ま

で
緊
密
に
根
充
さ
れ
て
死
腔
が

な
い
こ
と
、
③
根
充
材
が
根
尖

か
ら
２
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
内
に

到
達
し
て
い
る
こ
と
を
成
功
の

基
準
と
し
て
、
根
管
治
療
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
話
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ス
ト
レ

ー
ト
ラ
イ
ン
ア
ク
セ
ス
の
詳
細

や
使
用
器
具
を
詳
細
に
解
説
し

て
も
ら
い
参
考
に
な
っ
た
」「

動
画
で
手
順
の
再
現
が
あ
っ
た

の
で
、
話
を
聞
く
の
み
に
比
べ

さ
ら
に
理
解
し
や
す
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
、
日
頃
の
臨

床
の
手
技
の
見
直
し
、
な
ら
び

に
今
後
に
も
応
用
で
き
る
有
意

義
な
内
容
で
あ
っ
た
。

島倉 洋造 氏

◆
東
京
都
で
は
都
立
病
院
の

「
独
立
行
政
法
人
化
」
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
独
立
行

政
法
人
化
す
る
と
「
医
療
の

質
が
上
が
る
」
と
の
声
が
あ

る
一
方
で
、「
都
の
予
算
が

縮
小
し
、
不
採
算
分
野
の
診

療
科
が
圧
縮
さ
れ
る
」
な
ど

の
声
も
あ
り
ま
す
。
都
立
病

院
の
「
独
法
化
」
に
つ
い
て

ど
う
考
え
ま
す
か
。

・
反
対
で
す
。
都
立
病
院
は
採

　

算
よ
り
も
質
の
高
い
医
療
を

　

重
視
す
べ
き
。
赤
字
医
療
は

　

税
金
で
す
べ
き
。（
他
10
名
）

・
不
採
算
分
野
に
は
少
数
で
も

　

必
要
と
す
る
人
が
い
る
の
で

　

現
状
維
持
の
ほ
う
が
良
い
と

　

思
う
。
都
民
だ
け
で
な
く
、

　

近
隣
の
県
か
ら
通
院
し
て
い

　

る
人
も
い
る
。　
（
他
１
名
）

・
時
代
の
流
れ
的
に
仕
方
が
な

　

い
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
他
３
名
）

・
新
し
い
こ
と
を
す
る
と
必
ず

　

良
い
面
と
悪
い
面
は
出
て
く

　

る
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
良

　

い
面
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る

　

な
ら
独
法
化
し
て
も
よ
い
と

　

思
い
ま
す
。　　
（
他
３
名
）

・
わ
か
り
ま
せ
ん
。（
他
７
名
）

・
経
済
的
効
率
を
よ
り
重
視
す

　

る
必
要
は
あ
る
と
思
う
が
、

　

不
採
算
分
野
の
医
療
の
確
保

　

や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
大
規
模

　

災
害
等
へ
の
対
応
を
考
え
る

　

と
、
公
的
な
医
療
機
関
を
確

　

保
し
続
け
る
こ
と
は
必
要
だ

　

と
思
う
。　　
　
（
他
１
名
）

♦
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
3

　
回
接
種
可
能
に
な
っ
た
場
合

　
接
種
を
希
望
し
ま
す
か
。

・
接
種
し
ま
す
。（
他
23
名
）

・
し
た
い
で
す
。
重
度
の
ア
レ

　

ル
ギ
ー
の
た
め
、
最
初
は
見

　

合
わ
せ
た
の
で
す
が
、
ア
メ

　

リ
カ
の
論
文
で
は
日
本
で
避

　

け
た
が
る
事
例
で
も
接
種
が

　

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の

　

接
種
に
つ
い
て
は
、
日
本
の

　

医
師
の
見
解
が
分
か
れ
た
の

　

で
す
が
、
自
己
決
定
権
で
接

　

種
し
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で

　

し
た
。

・
し
た
く
な
い
。
（
他
５
名
）

・
本
当
に
必
要
な
の
か
。
受
け

　

て
な
い
人
、
受
け
ら
れ
て
い

　

な
い
人
が
い
な
く
、
効
果
が

　

あ
れ
ば
考
え
る
。
結
局
か
か

　

っ
た
時
の
薬
や
治
療
法
の
確

　

立
頼
み
で
す
ね
。

◆
最
近
気
に
な
る
こ
と
を
。

・
総
裁
選
。

（
他
１
名
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変

　

異
種
の
発
生
。　
（
他
１
名
）

・
今
後
の
経
済
。

・
世
の
中
、
便
利
に
な
る
こ
と

　

ば
っ
か
り
追
求
し
過
ぎ
て
い

　

る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
書
か

　

れ
て
い
る
無
責
任
な
悪
口
。

　

ま
た
、
企
業
健
診
等
の
た
め

に
免
税
事
業
者
か
ら
課
税
事
業

者
に
な
る
こ
と
が
、
全
体
の
利

益
に
つ
な
が
る
か
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
）
消
費
税
の
よ
う
な
消
費

に
着
目
し
て
課
税
す
る
税
の
導

入
を
国
民
は
反
対
し
て
き
ま
し

た
。
も
と
も
と
政
府
は
一
般
消

費
税
や
売
上
税
の
断
念
を
受
け

て
、
大
型
間
接
税
を
導
入
し
な

い
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
名
目
だ
け
変
え
て
、
実

質
的
な
大
型
間
接
税
と
し
て
導

入
さ
れ
た
の
が
消
費
税
で
す
。

１
９
８
９
年
の
消
費
税
施
行
当

初
は
、
国
民
の
反
対
を
和
ら
げ

る
た
め
に
税
率
３
％
や
中
小
事

業
者
を
保
護
す
る
た
め
に
い
く

つ
か
の
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た

が
、
約
33
年
か
け
て
徐
々
に
そ

れ
ら
の
仕
組
み
が
改
定
さ
れ
て

き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

者
な
ど
へ
支
払
っ
た
経
費
に
含

ま
れ
る
消
費
税
の
う
ち
一
定
金

額
を
控
除
で
き
ま
す
が
、
イ
ン

ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
か
ら
の
領

収
書
な
ど
の
７
年
間
の
保
存
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

③
賃
貸
し
て
い
る
テ
ナ
ン
ト
の

オ
ー
ナ
ー
、
顧
問
税
理
士
な
ど

毎
月
請
求
書
が
発
行
さ
れ
な
い

業
者
と
の
取
引
が
あ
る
場
合
、

正
し
い
イ
ン
ボ
イ
ス
と
し
て
の

要
件
を
満
た
す
た
め
、
イ
ン
ボ

イ
ス
以
外
の
契
約
書
や
覚
書
な

ど
も
あ
わ
せ
て
保
存
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
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９
月
末
で
新
型
コ
ロ
ナ
特
例
加
算
は
終
了

９
月
末
で
新
型
コ
ロ
ナ
特
例
加
算
は
終
了

　
　
　
　

10
月
以
降
は
乳
幼
児
は
28
点
に 

８
万
円
ま
で
の
補
助
金
も

　

田
村
憲
久
厚
生
労
働
大
臣
は

９
月
24
日
の
記
者
会
見
で
、
診

療
報
酬
お
よ
び
介
護
報
酬
に
か

か
る
9
月
末
ま
で
の
加
算
に
関

す
る
質
問
に
応
じ
、
加
算
か
ら

実
費
補
助
へ
と
切
り
替
え
る
方

向
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
歯
科
外
来
等

感
染
症
対
策
実
施
加
算
は
９
月

末
で
終
了
。
10
月
以
降
は
、
乳

幼
児
感
染
予
防
策
加
算
55
点
は

28
点
に
減
算
と
な
る
が
、
２
０

２
２
年
３
月
末
ま
で
算
定
で
き

る
。
ま
た
、
補
助
金
は
、
２
０

２
１
年
10
月
か
ら
12
月
末
ま
で

に
か
か
る
感
染
防
止
対
策
の
費

用
と
し
て
、
歯
科
診
療
所
に
対

し
て
は
８
万
円
を
上
限
に
支
給

さ
れ
る
。

　

協
会
は
引
き
続
き

　

適
切
な
対
策
を
要
求
へ

　

た
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

新型コロナウイルス感染症における歯科外来

感染症対策加算等の継続を求める要望書 （一部）
記

　　今年９月末までの時限措置となっている「乳
　幼児感染予防策加算」「歯科外来等感染症対策
　実施加算」「新型コロナ歯科治療加算」を10月
　以降も継続すること。　　　　　　　　  以上

ス
感
染
が
完
全
に
は
収
束
し
た

と
は
言
い
難
く
、
先
日
協
会
が

行
っ
た
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

感
染
拡
大
下
で
の
色
濃
い
影
響

が
出
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て

協
会
は
、
内
閣
府
、
厚
生
労
働

省
お
よ
び
財
務
省
に
対
し
て
、

加
算
の
継
続
を
求
め
る
要
望
書

を
９
月
に
提
出
し
た
。
乳
幼
児

に
関
す
る
加
算
の
継
続
や
実
費

補
助
は
行
わ
れ
る
が
、
十
分
な

支
援
と
は
言
え
な
い
。

　

協
会
は
、
引
き
続
き
、
適
切

な
対
策
を
求
め
て
い
く
。

認
知
機
能
と
口
腔
機
能　

相
関
関
係
の
解
明
を
目
指
す

　

日
本
補
綴
歯
科
学
会
（
馬
場

一
美
理
事
長
）
と
日
本
老
年
精

神
医
学
会
（
池
田
学
理
事
長
）

は
９
月
３
日
、
共
同
で
「
認
知

機
能
と
口
腔
機
能
に
関
す
る
医

科
歯
科
連
携
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
発
足
し
、
同
月
７
日
に

調
印
式
と
プ
レ
ス
セ
ミ
ナ
ー
が

行
わ
れ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

「
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
（
エ
コ
）
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
い
う
略
称
で
よ
ば

れ
、「
認
知
機
能
」
と
「
口
腔

機
能
」
に
関
す
る
相
関
関
係
を

医
科
歯
科
連
携
に
よ
り
解
明

し
、
認
知
症
対
策
と
い
っ
た
社

会
的
問
題
へ
取
り
組
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

 

ま
ず
、
認
知
症
専
門
医
と
歯

科
医
師
を
対
象
に
、
連
携
状
況

や
課
題
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
予
定
と
し
て

お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏

ま
え
て
「
認
知
」
と
「
口
腔
」

に
関
す
る
臨
床
研
究
を
行
う
と

し
て
い
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
超
高
齢
社

会
で
役
割
が
増
し
て
い
る
補
綴

治
療
に
よ
る
患
者
の
健
康
長
寿

の
延
伸
実
現
に
向
け
、
共
同
研

究
を
推
進
し
て
い
く
と
強
調
し

て
い
る
。

日本補綴歯科学会

日本老年精神医学会

コロナ加算の
10月以降の取扱い

▽乳幼児感染予防
　策加算　55点
　→28点で算定
▽歯科外来等感染
　症対策実施加算
　５点→×
　（９月末で終了）
▽新型コロナ歯科
　治療加算
　298点→〇
　（10月以降も算定可）
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Q １　医療広告で、広告していいものと広
告できないものの区別はどのようにつけれ
ばいいか？

A １　医療法上、歯科医業は営利目的では
ないものとされており、公衆衛生に大きく
かかわるため、広告に制限がかけられてい
ます。厚生労働省から出ている「医業若し
くは歯科医業又は病院若しくは診療所に関
して広告し得る事項等及び広告適正化のた
めの指導等に関する指針（医療広告ガイド
ライン）」によると、①患者の受診等を誘
引する意図があること（誘引性）、②医業
若しくは歯科医業を提供する者の氏名若し
くは名称又は病院若しくは診療所の名称が
特定可能であること―が、医療広告に該当
するとしています。一方、同ガイドライン
によれば、広告に当たらないものとして、
❶学術論文、学術発表等、❷新聞や雑誌な
どでの記事、 ❸患者自らが自発的かつ無報
酬で記載する体験談や手記、❹配布する院
内掲示や院内で配布するパンフレット、❺
医療機関の職員募集に関する広告を挙げて
い ま す。 た だ し、 ❶ ～ ❺ の 項 目 だ と し て
も、①の誘引性に有すると判断される場合
は広告規制の対象になりますのでご注意く
ださい。医療広告ガイドラインに抵触する
か ど う か は 保 健 所 の 判 断 と な り ま す の
で、迷った際は所轄の保健所にご確認くだ
さい。

　厚生労働省ホームページ（以下「HP」）
にて、医療広告規制におけるウェブサイト
の事例解説書が2021年７ 月付で新たに公
表されております。診療所のHPを開設し
ている先生も多いと思います。事例をイラ
ストとともにわかりやすく記載しています
ので、医療広告ガイドラインとともに業務
の参考としてぜひご活用ください。

Q ２　保健所から当院がHPに掲載してい
る治療のビフォーアフターの写真が医療法
第６条の５「医業等に関する広告の制限」
に違反していると連絡がきた。何が違反に
該当するのか？

A ２　医療法では、規定する以外の方法で
の広告を禁止しており、厚生労働省は医療
広 告 ガ イ ド ラ イ ン に 指 針 を 示 し て い ま
す。医療広告ガイドラインでは、個々の患
者の状態等により治療等の結果は異なるも
のになることを踏まえ、患者に治療の結果
を誤認させるおそれがある写真等について
は、医療に関する広告としては認められな
い と さ れ て い ま す。 よ っ て、 今 回 の 連 絡
は、保健所が、患者に治療の結果を誤認さ
せるおそれのある写真と判断したものと考
えられます。
　治療等の内容または効果について、患者
等を誤認させるおそれがないような詳細な
説明を付した場合については、違反には該

当しないとされています。また、術前また
は術後の情報の掲載については、イラスト
や、術前のみまたは術後のみの写真につい
ても、通常必要とされる治療内容、費用等
に関する事項や、治療の主なリスク・副作
用等の情報を付す必要がありますのでご注
意ください。

医療広告に
ついて

　経営・税務相談Q＆A  No.386

▽医療広告規制におけるウェブサイトの事例解説書

　www.mhlw.go.jp/content/000808457.pdf
▽医療広告ガイドライン

　www.mhlw.go.jp/content/000772066.pdf

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。  

日日  時時：：10 月 21 日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：6 名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 
 

無料相談
 

 

トトララブブルル防防止止はは早早めめのの対対処処ががポポイインントト  

 
法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  
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第１回院内感染防止対策講習会
　この講習会は、歯初診の施設基準の届出を初めて行う方などを対象にしています。なお、

11月１日以降に、更新目的の方にも空席分を開放いたします。ご希望の方はキャンセル待ちとし

てお申し込みください。

日　時　11月24日（水）午後７時～８時30分　受付は午後６時30分～

講　師　濱﨑 啓吾 氏（東京歯科保険医協会院内感染防止対策委員会 委員長）

会　場　ワイム貸会議室高田馬場（新宿区高田馬場1-29-9 TDビル４F）

　　　　ＪＲ、西武新宿線「高田馬場駅（戸山口）」より徒歩２分

　　　　東京メトロ東西線 ｢高田馬場駅（5番出口）｣ より徒歩４分

対象者　会員本人のみ（代理の方の参加はできません）　

参加費　1,000円（修了証代込み）当日、受付でのお支払いになります。

定　員　50名

要予約　QRコードを読み取りお申し込みください。

             ※当会ホームページからも予約可能です。

             ※講習会に途中入場、途中退席をされた場合、講習会の修了証は発行できません。

第３回 学術研究会
パーシャルデンチャーに強くなる理論と実践
　重老齢社会となった今、パーシャルデンチャーの需要はますます多くなっている。他方、有病

高齢者の増加やデジタル技術の発展に伴い歯学教育で学習すべき項目が増え、従来の有床義歯の

カリキュラムは縮小される一方であり、「義歯が苦手」という話もよく耳にする。今回はパーシャ

ルデンチャーの設計を中心に、その考え方と臨床での対応をわかりやすく実践的に整理したい。

日常臨床で役立つ引き出しを、少しでも増やせれば幸いである。

日　時　11月18日（木）午後７時～９時

講　師　谷田部 優 氏（千駄木あおば歯科 院長／東京医科歯科大学歯学部臨床教授）

会　場　Zoomウェビナーを用いたライブ配信、または東京歯科保険医協会会議室

定　員　Zoomウェビナー 500名、協会会議室 18名（先着順）

参加費　無料（会員限定※未入会の場合はご入会が必要です）

要予約　QRコードを読み取りお申し込みください。

　　　　※11月11日（木）までにお申し込みをお願いいたします。

　　　　　期日を過ぎた場合は、ご予約いただけない可能性があります。

　　　　※当会ホームページからも予約可能です。

新規開業医講習会
　緊急事態宣言が発令されたことで、新規個別指導の実施が延期されています。2019年開業

の先生方は、新規個別指導が概ね終了していますが、2020年以降に開業の先生方は、これか

ら指導を迎えます。新規個別指導を終了した先生方は一様に「日頃から適切なカルテ記載をし

ていてよかった」とおっしゃっています。コロナ禍で指導が先送りされている今こそ、保険請求

のルールについて学びましょう。

　新規開業医講習会は新規指導対策、カルテ記載の留意点などを解説する33年の歴史ある講

習会です。会員の先生だけが参加できますが、未入会の先生も、これを機にご入会いただけ

ればご参加いただけます。ぜひ、お申込みください。

日　時　12月５日（日） 午後０時～５時（予定）

会　場　TAP高田馬場　新宿区高田馬場1-31-18 高田馬場センタービル３F

交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅（戸山口）」より徒歩２分

　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅（３番出口）」より徒歩４分

定　員　50名（会員のみ） 

参加費　13,000円（テキスト代を含む）

要予約　QRコードを読み取りお申し込みください。　

　　　　※未入会の先生に関しましては、事前のご入会が必要です。

　　　　※当会ホームページからも予約可能です。　問合せ：03-3205-2999

「これから始める！歯科訪問診療」講習会
　「歯科訪問診療に取り組みたいけど、あと一歩が踏み出せない」という先生のために、実際

に歯科訪問診療を行っている講師団から、症例写真などを用いての現場の様子、医療・介護

報酬の請求方法、必要な道具をはじめ歯科訪問診療の実状をお話しします。

　今回は、歯科訪問診療未経験の先生を対象に「居宅への歯科訪問診療」に焦点を当てた内

容になっております。少しでも歯科訪問診療の必要性を感じ、これから積極的に取り組みたい

とお考えの先生は、ぜひ、ご参加ください。

日　時　12月８日（水） 午後７時～９時

講　師　協会講師団

会　場　Zoomミーティング

対象者　歯科訪問診療未経験の会員（ご本人のみ）

参加費　3,000円（「歯科訪問診療の手引き」冊子代込）

定　員　20名

要予約　QRコードを読み取りお申し込みください。

　　　　※当会ホームページからも予約可能です。

第２回歯初診・外来環・歯援診・か強診のための講習会
１日の講習で「歯初診（院内感染防止対策）」「外来環」「歯援診」「か強診」に対応した修

了証を取得できます。医療法で定められている年２回の医療安全講習会にも対応しています。

日　時　12月12日（日）

 　　　　「歯初診、外来環、歯援診、か強診」午後１時～６時30分（予定）

　　　　 「歯初診、外来環」午後４時～６時30分（予定）

講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 教授）、

　　　　坂下 英明 氏（明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／我孫子聖仁会病院口腔外科

　　　　　　　　　　　センター長）

　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）

　　　　森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）

内　容　在宅医療・介護等、歯科疾患の重症化予防に資する継続管理（口腔機能の管理を

　　　　含む）、高齢者の心身の特性（認知症を含む）、院内感染防止、緊急時対応、医療

　　　　事故、偶発症等

会　場　ワイム貸会議室高田馬場４Fまたは３F

       　　４F…午後１時～６時30分「歯初診、外来環、歯援診、か強診」

　　　　３F…午後４時～６時30分「歯初診、外来環」

対象者　会員限定※代理の方の出席は認められません。

定　員　100名（定員数に限りがございますので、お早めに）

　　　　※感染拡大防止の観点から、各会場において定員数を縮小しての開催となります。

参加費　「4つの施設基準対応」：8,000円（修了証代込）

　　　　「外来環」「院内感染防止対策」のみ：5,000円（修了証代込）

要予約　QRコードを読み取りお申し込みください。

　　　   ※当会ホームページからも予約可能です。

　　　　※遅刻・途中退室の場合は、修了証の発行はできません。

　　　　※修了証の発行は会員ご本人に限らせていただきます。

第３・４回 ドクター・スタッフ講習会
～シャープニング・ＳＲＰ実習～
日　時　第３回：10月20日（水）午後６時30分～９時「SRP（手用スケーラー）編」

　　　　第４回：11月25日（木）午後６時30分～９時「SRP（超音波スケーラー）編」

講　師　新田 浩 氏（東京医科歯科大学歯科総合診療部 教授）他

会　場　東京歯科保険医協会会議室

住　所　新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル ６Ｆ

交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅（戸山口）」より徒歩２分、

　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅（５番出口）」より徒歩４分

定　員　16名（各回共通）※ご予約は１診療所につき２名様まで

　　　   ※ご好評につき、定員に達しました。お申し込みはキャンセル待ちのみとなります。　　　   ※ご好評につき、定員に達しました。お申し込みはキャンセル待ちのみとなります。

参加費　各回１名につき10,000円

要予約　キャンセル待ちをご希望の方は、QRコードからお申し込みください。

　　　　※当会ホームページからも予約可能です。

日　時　10月28日（木）午後７時～９時　

講　師　矢澤 正人 氏（医療法人永寿会陵北病院 歯科）

会　場　Zoomウェビナーを用いたライブ配信、

　　　　または東京歯科保険医協会会議室

定　員　ウェビナー 250名、協会会議室 18名（先着順）

参加費　無料（会員限定※未入会の場合はご入会が必要です）　

要予約　QRコードを読み取りお申し込みください。

　　　　※10月21日（木）までにお申し込みをお願いいたします。

　　　　　期日を過ぎた場合は、ご予約いただけない可能性があります。

　　　　※当会ホームページからも予約可能です。

　　　　※原則、感染拡大防止の観点からウェビナーでのご参加をお願いします。　

　　　　　問合せ：03-3205-2999

今日、地域包括ケアシステムの構築が、国の喫緊の課題とされています。その中でも、特に

「生涯、自分の口で食べられること」が高齢者にとっての大きな喜びであり、それを可能にする

地域づくりが求められています。演者が長年、行政歯科医師として、「口から食べるためのまちづ

くり」に携わってきた事例と、現在療養型の病院で、ミールラウンドをしながら感じている医科・

歯科および多職種連携についてお話しをお伺います。

地域医療研究会
生涯、口から食べるための支援～システムづくりからミールラウンドまで～

２０２１年度医科歯科医療安全講習会

　新型コロナウイルスの対応に苦慮されていることと思います。協会では医療機関での感染対策に

関する講習会を、東京保険医協会と共同で開催いたします。開催時点での最新の情報を交えた講

習会の予定です。ぜひ、ご参加ください。なお、当講習会は医療法に定められた年２回受講が必

要な医療安全管理のための講習会に該当します。歯科初診料注１の施設基準の講習会には該当し

ませんのでご留意ください。

　本抄録提出の2021年９月中旬、国内におけるCOVID-19のいわゆる第５波は、急速に新規感染

者数が減じている。このまま落ち着いてくれることを期待したい一方、リバウンドあるいは再流行

についても予断は許さないところである。また本年は小児RSウイルス感染症のいつにない流行が

見られたが、今冬のインフルエンザの動向も気になるところである。11月の講習会においては、

これらについてその時点での状況を含めてご紹介する予定である。

日　時　11月３日（水・祝）午後２時３０分～４時（予定）

講　師　岡部 信彦 氏（医師／川崎市健康安全研究所 所長／内閣官房参与）

会　場　東京保険医協会セミナールーム　＆　web併用（Zoomウェビナー）

交　通　JR線（山手線・中央線・総武線・埼京線）「新宿駅（南改札）」より徒歩9分

　　　　都営大江戸線「都庁前駅（A3出口）より徒歩７分

　　　　都営新宿線「新宿駅（6番出口）」より徒歩４分

　　　　小田急線・京王線「新宿駅（西改札）」より徒歩15分

定　員　会場 30名（申し込み順）、Zoomウェビナー 500名

対象者　東京歯科保険医協会および東京保険医協会の会員、

　　　　会員医療機関のスタッフ（それ以外の方は＊を参照ください）

参加費　無料

要予約　QRコードを読み取りお申し込みください。

　　　　※当会ホームページからも予約可能です。

　　　　＊上記対象者以外の参加者は、道府県保険医協会の会員の方ご本人に限ります。
　　　　　参加形態はZoomウェビナーのみになります。

研究会・行事案内

SRP（手用スケーラー編）

SRP（超音波スケーラー編）

～新型コロナウイルス感染症（COVID-19）そしてインフルエンザ等その他の感染症の動向～



―
―
鈴
木
氏
は
、
ど
の
よ
う
な

方
で
し
た
か
。
ま
た
、
印
象
深

く
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
。

　

単
に
技
術
や
実
務
だ
け
で
は

な
く
、
建
築
へ
の
考
え
方
、
理

念
ま
で
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
は
、
建
築
現
場
か
ら
の

た
た
き
上
げ
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
図
面
は
引
け
な
い
し
、
事

務
所
に
い
て
も
何
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

私
が
鈴
木
先
生
か
ら
伺
っ
た

こ
と
の
中
で
、
特
に
印
象
深
か

っ
た
の
は
、「
立
派
な
建
築
家

に
な
り
た
け
れ
ば
旅
に
出
て
、

絵
を
描
き
、
文
章
を
書
く
こ
と

だ
」
と
い
う
一
言
で
す
。
当
時

は
、
さ
な
が
ら
丁
稚
奉
公
の
よ

う
な
毎
日
で
し
た
が
、
１
年
の

う
ち
３
カ
月
は
海
外
に
行
く
よ

―
―
建
築
、
そ
し
て
古
民
家
再

生
に
取
り
組
ま
れ
る
に
至
っ
た

き
っ
か
け
や
経
緯
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

20
代
の
頃
、
建
設
現
場
で
肉

体
労
働
に
従
事
し
て
い
ま
し

た
。
地
下
鉄
の
保
線
や
下
水
道

工
事
、
ビ
ル
工
事
な
ど
が
主
体

で
し
た
。
ビ
ル
工
事
で
は
難
易

度
が
高
い
仕
事
を
任
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
親
方
か
ら
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
の
構
造
体
構
築

の
際
、
専
門
職
の
「
型
枠
工
」

が
行
う
仕
事
を
任
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
く
う

ち
に
、
自
分
で
建
物
を
作
り
た

い
と
思
い
、
20
代
後
半
、
武
蔵

野
美
術
大
学
の
講
師
で
あ
っ
た

鈴
木
喜
一
先
生
に
教
え
を
請
い

ま
し
た
。
鈴
木
先
生
は
「
今
か

ら
専
門
学
校
に
通
っ
て
は
時
間

が
も
っ
た
い
な
い
か
ら
、
う
ち

の
事
務
所
で
勉
強
し
な
が
ら
建

築
士
を
目
指
し
な
さ
い
」
と
、

素
人
同
然
の
私
を
建
築
設
計
事

務
所
に
迎
え
入
れ
て
く
れ
ま
し

た
。

観察す る こ とが 「眼 」 を養い
視野を広げる 建 築 家 が 見 る 古 民 家 再 生 と 歯 科 の 世 界

　閑静な住宅街を通り抜け、途中、「阿
お う の ま つ べ や

武松部屋」の左を越え、しばらく進むと、視界の中に周囲の戸建て住宅とは一線を画す落ち着いた日本家屋が飛び込ん
でくる。洗練された美しい玄関回りを演出する鋳物門扉には小鳥があしらわれ、外壁には古くから使われてきた防火と防虫に優れた焼杉が使用され、玄関へ
のアプローチ脇の黒竹は、家屋の焼杉との調和を引き立たせる。
　今回ご紹介するのは、一昨年、台湾で出版された日式建築を体系的に紹介する専門書「臺灣日式建築紀行」の著者で、台湾における「レトロ建築ブーム」
の立役者、また広島県尾道市でNPO法人「尾道空き家再生プロジェクト」の理事でもある建築家の渡邉義孝さん。渡邉さんは、建物の「再生」に強い関心を
持つ。その背景には、「会津田島の馬宿復原（国指定重要有形民俗文化財）」や「三鷹市の伊藤家住宅（国の登録有形文化財）」をはじめ、数々の古民家再生を
手がけてきた建築家で師と仰ぐ、エッセイスト、紀行作家でもある今は亡き鈴木喜一（すずき・きいち）氏の存在がある。そして、建築における古民家再生
と歯科医療の共通点のほか、歯科診療所ならではの特色への対応の必要性を提示する。さらに、現在のコロナ禍と住まいのあり方、これからの生活様式と在
宅ワークの関連性とその展望などについても語っていただいた。聞き手は、協会広報・ホームページ部長の早坂美都理事。

う
に
勧
め
ら
れ
、
世
界
中
、
旅

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
し

か
も
、
旅
行
の
費
用
は
す
べ
て

鈴
木
先
生
が
負
担
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
先
生
か
ら
は

「
毎
日
ス
ケ
ッ
チ
を
１
枚
描
く

こ
と
」「
旅
先
で
感
じ
た
こ
と
、

体
験
し
た
こ
と
を
文
章
に
残
す

こ
と
」
と
言
い
渡
さ
れ
、
毎
日

実
践
し
ま
し
た
。

　

先
生
が
示
唆
し
た
の
は
、
旅

で
必
要
な
こ
と
は
観
光
地
や
名

所
、
旧
跡
を
訪
ね
る
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
土
地
の
人
々

の
生
活
に
触
れ
る
こ
と
で
し

た
。
そ
し
て
、
大
事
な
こ
と

は
、
そ
の
土
地
で
見
聞
き
し
て

き
た
人
々
の
生
活
や
習
慣
な
ど

の
根
本
的
な
こ
と
を
ゆ
く
ゆ
く

の
設
計
に
生
か
す
と
い
う
こ
と

で
す
。
旅
行
中
に
異
文
化
か
ら

洗
礼
を
受
け
、
観
察
す
る
こ
と

が
建
築
家
と
し
て
の
「
眼
」
を

養
い
、
視
野
を
広
げ
る
も
の
と

考
え
て
い
た
の
で
す
。
私
も
、

建
築
を
目
指
す
方
に
は
旅
を
す

る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

　

最
近
、
日
本
の
各
地
で
は
、

再
開
発
の
名
の
も
と
に
ビ
ル
や

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
私
は
そ
れ
に
は
あ
ま

り
魅
力
を
感
じ
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
、
そ
れ
を
建
て
る
た
め
に
壊

さ
れ
た
家
々
に
強
い
愛
着
を
感

じ
ま
す
。
つ
い
最
近
、
東
京
で

も
大
正
13
年
に
建
設
さ
れ
、
都

内
最
古
の
木
造
駅
舎
で
あ
っ
た

原
宿
駅
で
さ
え
、
い
と
も
簡
単

に
壊
し
、
昨
年
３
月
に
現
在
の

駅
舎
に
改
築
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
残
念
な
こ
と
で
す
。
こ

の
事
務
所
に
は
10
年
ほ
ど
い
ま

し
た
が
、
住
ま
い
の
建
て
直
し

依
頼
の
う
ち
、
先
生
の
説
得
で

２
件
は
再
生
す
る
こ
と
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
私
も
、
古
材
、

そ
の
家
に
暮
ら
し
た
人
た
ち
の

思
い
出
を
継
承
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
気
付
き
ま
し
た
。

―
―
「
再
生
」
に
つ
い
て
、
大

事
な
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
住
宅
を
建
て
る
時
に

は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
「
新
建

材
」
を
使
い
ま
す
。
天
然
の
無

垢
材
を
使
用
す
る
代
わ
り
に
合

板
、
土
の
壁
で
は
な
く
ビ
ニ
ー

ル
ク
ロ
ス
な
ど
、
要
は
石
油
加

工
製
品
を
中
心
に
使
い
ま

す
。
家
の
外
壁
を
見
て
も
、
石

じ
ゃ
な
い
の
に
「
石
目
調
」、

木
で
は
な
い
の
に
「
木
目
調
」

が
多
い
で
す
よ
ね
。
つ
ま
り
、

言
い
方
が
悪
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
は
「
フ
ェ
イ
ク
」

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
を
用
い
、
見
た
目
を

き
れ
い
に
飾
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
昔
の
建
材
は
す

べ
て
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク

（au
th
en
tic

）、
つ
ま
り
本

物
で
す
。
そ
こ
に
大
き
な
違
い

が
あ
り
ま
す
。
鈴
木
先
生
は
、

双
方
の
う
ち
昔
の
建
物
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
私
も
次
第
に
そ
の
考
え
方

に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
無
垢
材
は
手
入
れ
が
大
変
だ

か
ら
…
」
と
い
う
人
も
い
ま
す

が
、
私
た
ち
の
日
々
の
食
事
の

時
に
、
メ
ラ
ミ
ン
や
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
お
皿
を
使
い
た
い
で
し

ょ
う
か
。
や
は
り
、
ガ
ラ
ス
や

陶
器
の
ほ
う
が
使
い
易
い
と
思

い
ま
す
。
手
や
口
が
ふ
れ
る
と

こ
ろ
に
で
き
る
だ
け
、「
ニ
セ

モ
ノ
」
を
使
い
た
い
人
は
い
ま

せ
ん
よ
ね
。

戦 後 ま も な く 建 て ら れ た「 松 翠 園 」に あ る 欄 間 は 、透 か し 彫 り を 合 わ せ て デ ザ イ ン さ れ て い る

N P O「 尾 道 空 き 家 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト 」が 再 生 を 手 掛 け る 広 島 県 尾 道 市 の「 松 翠 園 」＝ 渡 邉 義 孝 さ ん 撮 影

建築家

渡邉 義孝さん

（ 6）第６１９号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２１年（令和３年）１０月１日 （第三種郵便物認可）
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【プロフィール】
渡邉 義孝（わたなべ・よしたか）
1966年生まれ。一級建築士、尾道市
立大学非常勤講師。保線工、型枠工な
どを経て「アユミギャラリー・鈴木喜
一建築計画工房」入所。2004年独立。
住宅設計の他、民家再生、文化財調査
などに従事。ＮＰＯ法人「尾道空き家
再生プロジェクト」理事。著書に「臺
灣日式建築紀行」（時報出版／台湾）、
「風をたべた日々」（日経ＢＰ社）、共
著に「深刻化する『空き家』問題」（日
弁連）ほか多数。

■インタビューについてのご感想は、
info@tokyo-sk.comへお寄せください。
過去のインタビューは
当協会ＨＰからご覧に
なれます。

　

私
は
10
年
ほ
ど
で
鈴
木
先
生

の
事
務
所
か
ら
独
立
し
ま
し
た

が
、
建
築
物
の
再
生
は
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
続
け
て
い
ま

す
。
私
は
現
在
、
広
島
県
尾
道

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
尾
道
空

き
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

も
理
事
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
団
体
は
２
０
０
７
年

に
設
立
さ
れ
、
明
治
か
ら
昭
和

初
期
の
良
質
な
建
物
が
た
く
さ

ん
残
さ
れ
て
い
る
尾
道
の
空
き

家
を
再
生
し
、
移
住
希
望
者
を

見
出
し
、
住
み
や
す
い
よ
う
に

修
繕
し
て
住
ん
で
い
た
だ
く
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
空
き
家

バ
ン
ク
の
予
算
は
尾
道
市
が
負

担
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

仕
事
が
縁
で
、
建
築
学
科
の
な

い
尾
道
市
立
大
学
で
非
常
勤
講

師
と
し
て
建
築
学
を
教
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
学
生
に
は

再
生
し
た
尾
道
市
内
の
建
築
物

な
ど
を
見
せ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
の
大
切
さ
も
教
え
て
い
ま

す
。

―
―
２
０
１
９
年
に
単
行
本
の

『
臺
灣
日
式
建
築
紀
行
』
を
日

本
で
は
な
く
台
湾
で
出
版
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い

て
。２

０
１
１
年
、
日
本
で
「
東

ア
ジ
ア
日
式
住
宅
研
究
会
」
が

結
成
さ
れ
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
一
環
で
、
初
め
て
台

湾
を
訪
れ
ま
し
た
。
台
湾
建
築

の
知
識
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
も

の
の
、
現
地
で
見
た
日
本
統
治

時
代
の
建
築
物
、
現
地
で
い
う

「
日
式
建
築
」
に
大
き
な
関
心

を
持
ち
ま
し
た
。
写
真
や
録
音

な
ど
の
ほ
か
、
ノ
ー
ト
に
は
ス

ケ
ッ
チ
も
添
え
、
見
聞
し
た
こ

―
―
渡
邉
先
生
が
考
え
る
歯
科

と
建
築
の
共
通
点
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

建
築
物
の
９
割
は
、
い
わ
ゆ

る
「
新
築
」
で
す
。
残
る
部
分

の
一
握
り
が
再
生
と
リ
フ
ォ
ー

ム
で
す
。
し
か
し
、
歯
科
医
師

と
の
共
通
点
か
ら
見
る
と
、
リ

フ
ォ
ー
ム
や
再
生
と
い
う
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
（m

in
ority

）
の

部
分
が
ま
さ
に
共
通
点
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
建
築

物
の
場
合
、
建
物
の
一
部
が
痛

ん
で
い
る
、
雨
漏
り
が
あ
る
、

耐
震
性
が
弱
い
、
家
族
が
増
え

て
使
い
勝
手
を
変
え
る
必
要
が

あ
る
な
ど
の
事
情
が
あ
り
、
さ

ら
に
持
ち
主
さ
ん
が
建
て
直
し

は
し
な
い
で
修
理
や
修
繕
な
ど

を
行
い
、
快
適
な
状
態
に
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
歯
科
の
場
合
も
、
無

の
状
態
か
ら
治
療
し
た
り
、
入

れ
歯
や
詰
め
物
を
つ
く
っ
た
り

は
せ
ず
、
歯
が
虫
歯
に
な
っ
た

り
欠
け
て
し
ま
っ
た
り
、
抜
歯

し
て
入
れ
歯
に
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
っ
た
時
、
こ
れ
を
元
の

歯
の
状
態
に
近
づ
け
る
た
め
の

治
療
が
は
じ
ま
る
。
そ
の
た
め

と
な
ど
も
書
き
記
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
台
湾
は
18
回
訪
れ

て
い
ま
す
。
私
は
も
と
も
と
、

紛
争
地
域
と
そ
の
土
地
の
民
俗

に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
の

で
、
台
湾
だ
け
で
な
く
、
世
界

各
地
で
ス
ケ
ッ
チ
の
記
録
を
残

し
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
に

出
版
し
た
「
臺
灣
日
式
建
築
紀

行
」
は
日
本
語
の
原
稿
を
翻
訳

し
た
も
の
で
す
が
、
日
本
語
に

よ
る
日
本
語
版
は
出
版
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在
も
台

湾
で
２
冊
の
本
の
出
版
作
業
が

進
ん
で
い
ま
す
。

に
必
要
な
ご
本
人
の
希
望
、
環

境
、
用
い
る
素
材
な
ど
を
整
理

す
る
は
ず
で
す
。
こ
の
流
れ

は
、
建
築
の
再
生
と
歯
科
の
世

界
で
は
非
常
に
似
て
い
る
部
分

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

歯
も
痛
ん
で
か
ら
の
修
繕
は
大
変  

「
日
常
的
な
付
き
合
い
」
が
大
切

―
―
日
常
生
活
や
お
仕
事
を
通

じ
て
歯
科
、
歯
科
医
療
に
つ
い

て
、
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

建
築
の
視
点
も
踏
ま
え
て
。

　

私
は
、
歯
科
の
「
治
療
」
に

は
一
生
行
か
な
い
と
決
め
て
い

ま
す
。
歯
に
痛
み
を
覚
え
、
治

療
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
、
半
年
に
１
回
は
歯
科
診
療

所
に
行
き
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
受
け
に
行
っ

て
い
ま
す
。
先
生
も
歯
科
衛
生

士
さ
ん
も
丁
寧
に
し
て
く
れ
る

の
で
、
居
眠
り
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
サ
ウ
ナ
に
行

く
よ
う
な
気
分
で
歯
科
診
療
所

に
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
く
づ
く

感
じ
る
の
で
す
が
、
や
は
り
歯

科
は
建
築
に
似
て
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
家
で
も
修
繕
は
必

要
。
痛
ん
で
か
ら
修
繕
し
た
の

で
は
、
大
変
な
作
業
と
労
力
と

お
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
何

で
も
な
い
時
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
、
屋
根
や
雨
ど
い
も
入
念

な
手
入
れ
を
行
う
。
そ
の
た
め

に
は
、
大
工
さ
ん
な
ど
と
の
日

常
的
な
付
き
合
い
が
、
非
常
に

大
切
で
す
。
歯
科
で
も
痛
む
前

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
そ
し
て

「
日
常
的
な
付
き
合
い
」
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
良
い
歯
科

医
師
と
ス
タ
ッ
フ
に
出
会
い
、

付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

現在、台湾社会では「日式建築」を守ろうという風潮が広がりつつある。渡邉さんのノートは、台湾で「臺灣日式建築紀行」と
して出版され、戦後台湾において長く忘れられた日本式建築の美しさを多くの方に気付かせるきっかけを作っている。上の４点
のスケッチは、台湾西南部の台南市を訪れた時のもの（渡邉義孝さん提供）

―
―
歯
科
診
療
所
関
係
の
お
仕

事
に
携
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

　

群
馬
県
太
田
市
内
の
歯
科
診

療
所
で
す
が
、
古
民
家
再
生
の

形
で
設
計
を
担
当
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
独
立
す
る
前
、
事

務
所
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
仕

事
で
し
た
。
歯
科
診
療
所
は
、

患
者
さ
ん
が
独
特
な
無
防
備
状

態
に
晒
さ
れ
る
場
所
で
す
。
そ

の
た
め
、
患
者
さ
ん
が
落
ち
着

く
こ
と
が
で
き
る
、
極
力
ス
ト

レ
ス
を
受
け
な
い
こ
と
を
大
切

に
す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
設
計
し
ま
し
た
。
古
民
家

再
生
は
そ
の
た
め
に
も
適
し
て

お
り
、
天
井
も
屋
根
ま
で
の
吹

き
抜
け
と
し
、
高
さ
を
出
し
て

圧
迫
感
を
な
く
す
な
ど
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
機
能
性
と
患

者
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
点
へ
の
配

慮
が
必
要
で
す
。

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
で
、
人
々
が
自
宅
で
過
ご

す
時
間
が
長
く
な
る
な
ど
、
住

ま
い
方
に
も
変
化
が
生
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
方

に
つ
い
て
の
お
考
え
を
。

　

長
く
な
っ
た
自
宅
で
過
ご
す

時
間
で
特
徴
的
な
の
は
、
テ
レ

ワ
ー
ク
な
ど
の
仕
事
の
時
間
で

す
。
つ
ま
り
、
自
宅
で
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
作
業
が
で
き
る
環

境
が
必
要
で
す
。
私
は
「
緊
張

感
」
も
デ
ザ
イ
ン
の
中
に
必
要

だ
と
思
う
の
で
す
。
自
宅
と
は

い
え
、
仕
事
に
向
き
合
う
た
め

に
は
安
ら
ぎ
だ
け
で
は
不
十
分

で
、
ち
ょ
っ
と
背
筋
を
正
す
よ

う
な
雰
囲
気
も
ほ
し
い
な
と
思

い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
大
切
に
さ
れ
て

い
る
言
葉
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
『
更
上
一
層
楼
（
こ
う
じ
ょ

う
い
っ
そ
う
ろ
う
）』
で
す
。

中
国
の
詩
人
、
王お
う
し
か
ん
之
渙
が
詠
ん

だ
漢
詩
「
登
鸛
鵲
楼
（
か
ん
じ

ゃ
く
ろ
う
に
の
ぼ
る
）」
の
一

節
で
、
鈴
木
先
生
の
ア
ト
リ
エ

の
階
段
に
掛
か
っ
て
い
た
言
葉

で
す
。
そ
の
意
は
、「
遠
く
ま

で
見
渡
す
な
ら
、
も
っ
と
上
に

登
る
必
要
が
あ
る
。
物
事
を
広

く
識
る
に
は
、
努
力
し
て
自
分

を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
、
向
上
す
れ
ば
広
い
視
野
で

周
り
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
…
」
と
い
う
も
の

で
す
。

―
―
本
日
は
お
時
間
を
割
い
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
了
）

N P O 尾 道 空 き 家
再 生 プ ロ ジ ェ ク ト

台湾 の日本 式建 築に大きな関心
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現
在
ま
で
に
、
中
央
社
会

保
険
医
療
協
議
会
総
会
（
以

下
、
「
中
医
協
」）
で
、
「
歯

科
用
貴
金
属
価
格
の
随
時
改
定

に
つ
い
て
」
「
歯
科
医
療
（
そ

の
１
）」
「
在
宅
（
そ
の
１
）

に
つ
い
て
」
が
議
論
さ
れ
、
９

月
15
日
に
「
診
療
報
酬
改
定

に
係
る
議
論
の
中
間
と
り
ま
と

め
に
つ
い
て
」
で
中
医
協
委
員

か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見
が
と

り
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

８
月
４
日
の
中
医
協
で
厚
生

労
働
省
側
は
、
「
歯
科
医
療
に

係
る
歯
科
診
療
報
酬
上
の
評
価

に
つ
い
て
」
と
し
て
、
下
記
の

来
年
４
月
の
「
２
０
２
２

年
度
診
療
報
酬
改
定]

」
ま

で
６
カ
月
で
す
が
、
改
定
は

ど
う
な
り
そ
う
で
す
か
。

２
０
２
２
年
度

診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て

教えて！教えて！

会長!!  Vol.会長!!  Vol.5151

よ
う
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
論
点
を
受
け
て
の

中
医
協
委
員
の
発
言
を
踏
ま
え
、

私
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
、
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

▼
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
強

よ
り
良
い
改
定
に
な
る
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

　

協
会
は
、
今
月
か
ら
保
団

連
が
全
国
で
行
う
「
疲
弊
し
た

医
療
提
供
体
制
を
立
て
直
す
診

療
報
酬
改
定
を
求
め
る
医
師
・

歯
科
医
師
要
請
署
名
」
に
賛
同

し
て
会
員
の
先
生
方
に
署
名
を

お
願
い
し
ま
す
。
本
紙
11
面
に

案
内
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
良
い

改
定
を
求
め
る
た
め
、
日
々
歯

科
医
療
を
提
供
し
て
い
る
先
生

方
の
ご
意
見
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
多
く
の
先
生
方
の
声

を
集
め
、
行
政
・
立
法
側
に
要

請
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

　
　
　
　
　

会
長　

坪
田
有
史

化
型
歯
科
診
療
所
（
か
強
診
）

や
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所

（
歯
援
診
）
の
役
割
や
要
件

が
、
行
政
側
の
目
指
し
て
い
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
に
対
し
て
十
分
で
な
い
と
の

意
見
が
あ
り
、
現
在
の
施
設

基
準
な
ど
の
見
直
し
が
行
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
歯
科
側
は
、
さ
ら
な
る
重

症
化
予
防
や
口
腔
機
能
の
継
続

管
理
に
つ
い
て
評
価
を
求
め
て

い
て
、
一
定
の
成
果
は
認
識
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
治
療

　保険医年金は、全国で約５万 3 千人のご加入者により支えられている共済
制度です。生命保険会社 6社※1 の共同受託の元で運営しています。
　この度、受託会社の一つである大樹生命保険株式会社が、昨今の厳しい市
場金利情勢等を理由に自社引受分の予定利率の引き下げを決定しました。現
在、全国保険医団体連合会では予定利率維持のため調整を続けておりますが、

このまま引き下げを反映した場合、

です。
　なお、

　保険医年金は、払込掛金に運営事務費等が含まれているため、一時的に積
立金額が払込掛金総額を下回ります。予定利率変更後は、元本の回復期間が
変更前と比較して約 3～ 5ヶ月長くなります。※2

　運用の安定性、積立・受取の自在性等、制度そのものの特徴に変更はござ
いません。ご質問やご不明点等ございましたら共済部（☎03-3205-2999）ま
でご連絡ください。

24.19 32.91 18.08 14.67 7.65 2.50

　月　払 : 現在 ３年１１ヶ月　→　変更後  ４年４ヶ月（＋５ヶ月）
　一時払 : 現在 １年１１ヶ月　→　変更後  ２年２ヶ月（＋３ヶ月）

会員のための共済制度です！ぜひご検討ください！

（（にに））入会したら必ず入ろう入会したら必ず入ろう！！保険医年金保険医年金

予定利率が1％を上回る保険医のための年金制度

（（とうとう））当会の加入率No1当会の加入率No1！！グループ生命保険グループ生命保険

毎年収支計算し、剰余金は配当として加入者へ還元

（（りゅうりゅう））流行するコロナもカバー流行するコロナもカバー！！休保制度休保制度

自宅療養でも給付可。所得補償保険と関係なく給付

詳細は同封チラシにてご確認ください！
▽お問い合わせ

　協会共済部　☎０３‐３２０５‐２９９９

と
予
防
の
境
界
線
を
明
瞭
に
す

べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、
将
来

の
歯
科
医
療
を
考
え
れ
ば
、

継
続
管
理
の
重
要
性
を
さ
ら
に

訴
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
歯
科
矯
正
治
療
は
、
原
則

保
険
給
付
外
で
す
が
、
小
児

の
口
腔
機
能
の
改
善
を
含

め
、
必
要
性
が
認
め
ら
れ
、

保
険
で
の
矯
正
治
療
の
適
用
範

囲
拡
大
が
議
論
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

▼
歯
科
用
貴
金
属
の
代
替
材
料

に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
そ
の

範
囲
は
限
定
的
で
あ
る
た

め
、
さ
ら
な
る
代
替
技
術
・

材
料
へ
の
推
進
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
改
定
に

は
難
し
い
で
す
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

材
な
ど
の
研
究
を
産
学
臨
の
協

働
に
よ
り
進
め
、
高
い
レ
ベ
ル

で
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
構
築
し
た

上
で
保
険
適
用
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
そ
の
ほ

か
多
く
を
記
せ
ま
せ
ん
が
、

行
政
側
が
明
確
に
決
め
て
い
る

https://www.facebook.com/tokyoshikahokeni

東京歯科保険医協会は SNS でも歯科情報を
発信しています。

歯科医療にかかる歯科診療報酬上の評価について

▽地域包括ケアシステムの推進

　・かかりつけ歯科医機能の評価

　・医科歯科連携等の推進

▽安心・安全で質の高い歯科医療の推進

▽生活の質に配慮した歯科医療の推進等

　・口腔疾患の重症化予防

　・各ライフステージに応じた口腔機能の管理

　・歯科固有の技術の評価

2022年度診療報酬改定に向けた論点４項目

▽地域包括ケアシステムを推進する観点から、かかりつ

け歯科医に求められる機能や医科歯科連携等の他職種

連携を推進するために、どのような対応が考えられるか。

▽歯科外来診療における感染防止策等について、どのよ

　うに考えるか。

▽口腔疾患の重症化予防や口腔機能の管理を推進する観

　点から、どのような対応が考えられるか。

▽歯科固有の技術の評価について、引き続き生活の質に

　配慮した歯科医療の提供などを推進する観点から、ど

　のような対応が考えられるか。

こ
と
は
、
ま
だ
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
、
「
歯
科
医
療

（
そ
の
２
）」
な
ど
の
中
医
協

の
議
論
に
注
視
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

（８）第６１９号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２１年（令和３年）１０月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com



月日 部位 療法・処置 点数

再診

塊崖廻 Ｘ Ｒ ３Ｆ 電 ×

根尖部に異常所見なし、根管充填良好。 注① ／

根面板形成 注② ×

連 （寒天・アルジネート） 注② ×

仮封（キャビトン） ／

再診

海 キーパー付根面板（フィジオマグネット） 注③④

金銀パラジウム合金、接着性レジンセメント） ／

装着 装着材料料 （スーパーボンド） ＋

崖 キーパー付根面板（フィジオマグネット） 注③④

金銀パラジウム合金、接着性レジンセメント） ／

装着 装着材料料 （スーパーボンド） ＋

涯 キーパー付根面板（フィジオマグネット） 注③④

金銀パラジウム合金、接着性レジンセメント） ／

装着 装着材料料 （スーパーボンド） ＋

快恢快 磁石構造体（フィジオマグネット） 注④⑤ ×

磁石構造体を塊崖廻相当部に装着 ／

歯リハ１

上顎ＦＤの咬合調整・着脱方法を指導、 検査時 ／

の注意事項を説明。 注⑥ ／

名称・ロット番号を記載したシールを保存 注⑦ ／

再診

通院中の病院で 検査を行う事になったとのこと。 ／

塊崖廻 除去（キーパー） 注⑧ ×

歯リハ１ （内容 略）

再診

検査終了。キーパーを再装着。 ／

塊崖廻 キーパー（フィジオマグネット） 注⑧ ×

装着 ×

装着材料料（スーパーボンド） ×

2021年年9月月1日日よよりり新新規規保保険険収収載載
磁磁性性アアタタッッチチメメンントトをを用用いいたた有有床床義義歯歯

年 月 日より磁性アタッチメントを用いた有床義歯の点数が保
険収載された（有床義歯内面適合法で義歯用軟質裏層材を使用して間
接法により床裏層を行った場合は除く）。当該点数について日本歯科
医学会の基本的な考え方にも触れながら解説をする。

患者： 歳・男性

主訴：上の入れ歯が外れやすい。

所見：塊崖廻根管処置歯でコンポジットレジン充填により根面被覆、

残根上の快恢快ＦＤの適合性は不適合。

傷病名：塊崖廻Ｃ４、快恢快ＦＤフテキ、塊崖廻Ｐ

施設基準：歯初診

《解説》
注① 支台歯を歯内療法により適切に保存する。

注② 根面板の形成を行った場合は、窩洞形成（単純）60点を算定する。連
合印象にて印象採得を行った場合、連合印象64点を算定する。

注③ 支台歯にはキーパー付根面板を装着する。当該根面板は金属歯冠
修復で製作されたものに限られており、キーパーをダイレクトボンディング法
により根面板に装着する。 点数は、部位および使用した金属の区分に応じ
た点数を算定する。略称は「RCK」となる。
レセプトは、歯冠修復・欠損補綴欄のその他欄に、前歯及び小臼歯に銀合
金を用いた場合は「キ前小銀」、前歯及び小臼歯に金パラを用いた場合は
「キ前小パ」、大臼歯に銀合金を用いた場合は「キ大銀」、大臼歯に金パラを
用いた場合は「キ大パ」と表示し、点数及び回数を記載する。

注④ 9月1日時点で保険適用となっている材料は、フィジオマグネットのみ。

注⑤ 有床義歯側に磁石構造体に装着した場合、1個につき1,029点を算定
する。略称は「マグ」。レセプトは、歯冠修復及び欠損補綴欄のその他欄に、
「マグ」と表示し、点数及び回数を記載する。

注⑥ 軟質材料を用いて床裏装を行った義歯は、磁性アタッチメントを用い
た義歯の対象外となっている。その他、製作にあたっては、日本歯科医学会
の「磁性アタッチメントを支台装置とする有床義歯の診療に対する基本的な
考え方」を参考にする。
なお、当該考え方では、有効とされる症例が示されているので参考にして
頂きたい。

●歯科用磁性アタッチメントが有効とされる症例

①多数歯欠損症例の場合
９歯以上の部分床義歯（局部義歯）又は全部床義歯（総義歯）に相当する
オーバーデンチャーにおいて、残存する少数歯に磁性アタッチメントを適用
することは、義歯の維持・審美性・快適性・負担などの観点から有効である。
②遊離端欠損症例の場合
片側の大臼歯全て又はそれ以上の欠損があるものについて、欠損に隣在
する歯に支台装置として磁性アタッチメントを適用することは、義歯の維持・
審美性・快適性・対応性（修理など）・耐久性などの観点から有効である。

①、②いずれの場合においても、支台歯数はクラスプを含めて、片顎１～
４歯となる症例が一般的である。

注⑦ 使用したキーパーおよび磁石構造体に付属している使用した材料の
名称及びロット番号等を記載した文書（メール等）を保存して管理する（カル
テに貼付等）。

注⑧ MRI検査の実施などにあたりキーパーを除去する場合は、除去料とし
て、1歯につき簡単なもの20点を算定できる。
その後、再度新しいキーパーを根面板に装着する場合は、キーパーの材
料料233点、装着料45点、内面処理加算2・45点および使用したセメント料を
算定できる。レセプトには歯冠修復・欠損補綴欄のその他欄に「キーパー
233×回数」、「装着料90×回数」、装着材料の所定の欄に使用した装着材
料料の点数及び回数を記載する。

＊＊実実態態にに即即ししててごご請請求求くくだだささいい＊＊

部位 材料
点数

9月まで 10月以降

前・小
銀合金 554点 556点

金パラ 964点 1,010点

大臼
歯

銀合金 563点 565点

金パラ 1,123点 1,186点

各各種種のの点点数数

日本歯科医学会

「磁性アタッチメントを支台装置とする

有床義歯の診療に対する基本的な考え方」
－ 治療内容略 －

点数

1,029点

磁石構造体（1個につき）

キーパー付根面板（1歯につき。キーパー
を根面板に装着する際に、接着性レジンセ
メントを用いた場合）

中医協総会資料より

（ 9） 第６１９号 ２０２１年（令和３年）１０月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



◆
第
10
回
理
事
会
◆

８
月
26
日
㈭
、
午
後
７
時
00

分
〜
９
時
30
分
。
会
長
、
副
会

長
５
名
、
理
事
15
名
、
監
事
２

名
、
事
務
局
15
名
の
出
席
。

【
各
部
検
討
課
題
】
①
東
京
都

予
算
に
つ
い
て
福
祉
保
健
局
、

各
政
党
都
議
団
と
の
懇
談
・
ヒ

ア
リ
ン
グ
の
日
程
、
会
場
、
参

加
者
に
つ
い
て
確
認
。
②
秋
の

活
動
計
画
（
案
）
と
し
て
、
金

パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」
の
抜
本
的
な

解
消
を
求
め
る
要
請
署
名
、
疲

弊
し
た
医
療
提
供
体
制
を
立
て

直
す
診
療
報
酬
改
定
を
求
め
る

医
師
・
歯
科
医
師
要
請
署
名

（
案
）、
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
医
療
を
求
め
る
請
願
署
名

（
患
者
署
名
）、
ク
イ
ズ
で
考

え
る
私
た
ち
の
医
療
２
０
２
１

（
ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
）
の
取
り
組

み
方
法
を
提
案
通
り
確
認
。
③

診
療
報
酬
改
定
情
報
（
歯
科
医

療
〈
そ
の
１
〉「
中
医
協
総

会
」
２
０
２
１
・
８
・
４
、
在

宅
〈
そ
の
１
〉
在
宅
歯
科
医
療

に
つ
い
て
「
中
医
協
総
会
」
２

０
２
１
・
８
・
４
）
の
報
告
を

確
認
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
、
助
成
金
等
に
関
す
る
執
行

状
況
、
会
員
へ
の
情
報
提
供
、

８
・
４
厚
労
省
要
請
に
つ
い
て

協
議
。
デ
ル
タ
株
へ
の
感
染
が

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ス
タ

ッ
フ
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

行
政
検
査
と
し
て
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
東
京
都
要
請
の
際
に
要

望
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

◆
第
11
回
理
事
会
◆

９
月
９
日
㈭
、
午
後
８
時
00

分
〜
９
時
50
分
。
会
長
、
副
会

長
５
名
、
理
事
15
名
、
監
事
２

名
、
事
務
局
16
名
の
出
席
。

【
９
月
度
の
諸
活
動
】
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
、
診

療
報
酬
改
定
を
求
め
る
会
員
署

名
な
ど
を
中
心
に
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
。

【
各
部
検
討
課
題
】
①
東
京
都

２
０
２
２
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

福
祉
保
健
局
、
日
本
共
産
党
東

京
都
議
団
・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト

の
会
・
東
京
都
議
会
立
憲
民
主

党
と
懇
談
し
た
こ
と
を
報

告
。
②
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

義
歯
の
保
険
適
用
（
９
月
１
日

か
ら
）、
金
パ
ラ
改
定
（
10
月

１
日
か
ら
）
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
、
情
報
開
示
結
果
に
対
す
る

審
査
請
求
の
実
施
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
け

る
歯
科
外
来
等
感
染
症
対
策
実

施
加
算
等
の
継
続
を
求
め
る
要

望
書
（
案
）」
の
提
出
を
確

認
。
③
「
都
立
病
院
の
独
立
行

政
法
人
化
の
中
止
を
求
め
る
要

望
書
（
案
）」
を
提
出
す
る
こ

と
と
し
た
。
④
組
織
の
現
勢
報

告
、
８
月
の
入
退
会
者
、
７
・

29
会
員
Ｗ
Ｅ
Ｂ
懇
談
会
の
報
告

を
確
認
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
へ
の
対
策
と
し
て
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

時
に
お
け
る
安
心
し
た
歯
科
医

療
提
供
を
実
現
す
る
た
め
の
緊

急
要
望
」
を
東
京
都
要
請
時
、

都
知
事
・
都
議
会
各
会
派
宛
て

に
提
出
す
る
こ
と
を
確
認
。
会

員
か
ら
の
助
成
金
・
補
助
金
の

相
談
、
陽
性
・
濃
厚
接
触
者
の

相
談
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
相
談

に
つ
い
て
協
議
。
濃
厚
接
触
者

へ
の
対
応
な
ど
、
会
員
の
立
場

も
踏
ま
え
た
回
答
を
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

【
組
織
の
現
勢
】
９
月
１
日
付

会
員
数
５
９
２
６
名
（
入
会
９

名
、
退
会
15
名
）。

連
載
／
私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界

連
載
／
私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界 

⑦⑦

　

東
洋
経
済
新
報
社

　

編
集
局
報
道
部
記
者

大
西

富
士
男

アンケートデータは有効な武器になるアンケートデータは有効な武器になる
中長期課題は国民を説得できる方策の構築を

１
、
概
算
医
療
費
は
歯
科
微
減
も

　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
の
打
撃
は
小
さ
く
な
い

　

こ
の
数
字
だ
け
を
見
れ

ば
、
歯
科
へ
の
コ
ロ
ナ
の
ダ
メ

ー
ジ
は
浅
い
よ
う
に
見
え
る

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
受

診
し
た
延
患
者
数（
受
診
延
日

数
）
は
７
％
近
く
も
減
少
し
て

い
て
、
１
日
あ
た
り
の
診
察
点

数
・
1
件
当
た
り
の
点
数
の
伸

び
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
が
実

態
だ
。
歯
科
診
療
所
の
経
営
は

楽
で
な
い
が
、
報
道
の
仕
方
次

第
で
は
、
国
民
の
受
け
止
め
も

違
っ
て
く
る
。

９
月
１
日
の
日
経
新
聞
の
１

面
記
事
は
、「
医
療
費
最
大
の

１
・
４
兆
円
減
」
と
大
き
く
打

っ
た
大
見
出
し
に
加
え
、「
コ

ス
ト
抑
制
の
余
地
映
す
」
と
の

小
見
出
し
が
つ
い
て
い
る
。
記

事
本
文
も
識
者
の
声
を
混
じ
え

な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
受
診
控
え
と

は
別
に
、
医
療
費
の
助
成
が
大

3
、
国
民
向
け
に
い
か
に

　
　
　
　
　

う
ま
く
伝
え
ら
れ
る
か
が
課
題
に

　

本
年
８
月
末
、
厚
生
労
働
省
か
ら
２
０

２
０
年
度
の
概
算
医
療
費
が
発
表
さ
れ

た
。
そ
の
金
額
は
42
・
２
兆
円
で
、
前
年
度

比
で
１
・
４
兆
円
、
率
で
３
・
２
％
の
減
少

と
な
っ
た
。
16
年
度
以
来
５
年
ぶ
り
の
減

少
で
、
減
少
幅
も
大
き
か
っ
た
こ
と
が
特

徴
だ
。

　

そ
の
主
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
患
者
の
受
診
控
え
だ
。

　

診
療
分
野
別
に
見
る
と
、
外
来
と
入
院

を
合
わ
せ
た
医
科
は
31
・
３
兆
円（
前
年
度

比
３
・
８
％
減
）、
調
剤
７
・
５
兆
円（
同
２
・

７
％
減
）
に
対
し
、
歯
科
は
３
・
０
兆
円（
同

０
・
８
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

患
者
治
療
に
携
わ
る
歯
科
医

師
か
ら
の
生
の
声
、
医
療
現
場

に
根
差
し
た
実
際
の
諸
デ
ー
タ

が
、
年
末
に
向
け
本
格
化
す
る

中
医
協
の
議
論
に
も
、
政
治
家

や
厚
労
省
な
ど
へ
の
陳
情
・
要

求
す
る
上
で
も
、
強
力
な
武
器

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

歯
科
技
工
士
、
金
パ
ラ
逆
ザ

ヤ
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
影
響
な
ど
タ
イ
ム
リ
ー
な
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
公
開
し

て
き
た
貴
協
会
の
努
力
に
は
敬

意
を
表
す
る
が
、
さ
ら
に
一
歩

進
ん
で
、
こ
れ
を
国
民
に
ど
う

う
ま
く
伝
え
ら
れ
る
か
も
検
討

さ
れ
て
は
ど
う
か
。

　

中
長
期
で
の
医
療
費
増
加
の

解
決
は
、
日
本
の
大
き
な
課
題

だ
。
国
民
の
中
に
も
歯
科
を
含

め
て
医
療
費
に
過
剰
診
療
要
素

が
あ
り
、
診
療
報
酬
の
引
き
下

げ
を
漠
然
と
支
持
す
る
空
気
が

あ
る
こ
と
も
事
実
だ
。
こ
れ
に

は
正
確
な
情
報
不
足
に
起
因
す

る
部
分
も
少
な
く
な
い
。
そ
の

き
な
小
児
科
な
ど
を
例
に
挙
げ

な
が
ら
、
過
剰
診
療
の
可
能
性

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て

い
る
。
不
要
不
急
の
受
診
を
抑

え
、
医
療
費
抑
制
の
取
り
組
み

の
必
要
性
を
強
調
す
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
う
が
っ
た
見
方

を
す
れ
ば
、
概
算
医
療
費
の
減

少
か
ら
は
、
過
去
に
無
駄
な
診

療
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た

と
も
読
み
取
れ
る
記
事
に
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
を
完
全
否
定
す
る
必
要

は
な
い
が
、
必
要
な
治
療
を
遅

ら
せ
て
し
ま
っ
て
い
な
い
か
な

ど
の
受
診
控
え
の
マ
イ
ナ
ス
面

に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
か
っ

た
、
と
い
う
の
が
率
直
な
思
い

だ
。

【プロフィール】
大西富士男（おおにし・ふじお）／
株式会社東洋経済新報社編集局報道部
記者。1959年生まれ。東京大学文学
部卒。東洋工業（現マツダ）勤務を経
て東洋経済新報社入社。「週刊東洋経
済」等の編集、ゼネコン、自動車、保
険、商社など担当を歴任、2017年か
らは製薬・バイオベンチャー・医薬品
卸・薬局をメインに取材する。

2
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
実
態
映
す

　
　
　
　
　

東
京
歯
科
保
険
医
協
会
ア
ン
ケ
ー
ト

　

そ
う
し
た
中
、
た
ま
た
ま
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
な
ど
を
尋

ね
た
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
の

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果

が
出
て
い
る
の
を
知
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
る
詳
細

な
内
容
を
拝
見
し
た（
概
要
は

９
月
１
日
付
け
の
当
機
関
紙
に

も
グ
ラ
フ
付
き
で
報
じ
ら
れ
て

い
る
）。

２
０
２
１
年
４
月
の
１
年
前

と
の
比
較
だ
が
、
医
業
総
収
入

が
増
加
し
た
と
の
回
答
が
43
％

で
、
減
少
し
た
と
の
34
％
を
少

し
上
回
っ
て
い
る
。
最
新
の
概

算
医
療
費
の
デ
ー
タ
は
21
年
３

月
ま
で
の
１
年
間
の
動
き
を
ま

と
め
て
い
て
、
対
象
年
月
の
違

い
か
ら
正
確
な
対
比
は
で
き
な

い
が
、
増
加
組
と
減
少
組
が
か

な
り
拮
抗
す
る
と
の
貴
協
会
の

回
答
は
、
歯
科
の
概
算
医
療
費

微
減
と
ほ
ぼ
足
並
み
を
合
わ
せ

た
動
き
の
よ
う
に
推
察
で
き
る
。

　

貴
協
会
の
今
回
の
デ
ー
タ
で

興
味
深
か
っ
た
の
は
、
訪
問
診

療
の
動
き
だ
。
１
年
前
と
比
べ

て
増
加
し
た
と
回
答
し
た
会
員

が
21
％
を
占
め
、
減
少
し
た
と

の
回
答
割
合
30
％
を
下
回
っ
て

い
る
。
外
来
患
者
数
は
１
年
前

に
比
べ
増
加
し
た
と
の
回
答
が

43
％
、
減
少
し
た
と
の
回
答
34

％
を
上
回
っ
て
い
て
回
復
の
兆

し
が
見
え
る
の
と
違
っ
て
、
立

ち
直
り
が
鈍
い
傾
向
が
見
て
取

れ
る
。
居
宅
に
せ
よ
、
介
護
等

施
設
住
ま
い
に
せ
よ
、
訪
問
診

療
の
主
顧
客
で
あ
る
高
齢
者
や

介
護
業
者
な
ど
が
、
コ
ロ
ナ
感

染
を
恐
れ
る
等
の
理
由
か
ら
歯

科
で
の
訪
問
診
療
を
手
控
え
し

て
い
る
様
子
が
、
こ
の
デ
ー
タ

結
果
の
背
後
に
う
か
が
え
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
こ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
実
施
が
よ
か
っ
た
の

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

患
者
へ
の
影
響
を
会
員
の
歯
科

医
師
な
ど
に
聞
い
て
い
る
点
だ
。

　

直
接
診
察
し
て
い
る
歯
科
医

師
の
目
か
ら
見
た
回
答
は
、
コ

ロ
ナ
禍
を
知
る
上
で
国
民
に
と

っ
て
も
非
常
に
貴
重
だ
。
概
算

医
療
費
の
数
字
上
の
動
き
か
ら

は
決
し
て
分
か
ら
な
い
患
者
へ

の
影
響
を
知
る
、
つ
ま
り
先
述

の
日
経
記
事
に
欠
け
て
い
る
視

点
を
補
う
上
で
も
重
要
な
デ
ー

タ
と
い
え
る
か
ら
だ
。

　

回
答
総
数
５
８
６
件
の
う

ち
、
回
答
が
多
か
っ
た
順
に
挙

げ
る
と
、
歯
周
病
の
悪
化
が
３

７
８
件
、
う
蝕
の
進
行
が
３
０

３
件
、
義
歯
の
脱
離
・
不
適
合

１
６
８
件
と
続
い
て
い
る
。

　
「
感
染
拡
大
の
影
響
で
検
診

の
自
粛
や
受
診
控
え
が
見
ら
れ

る
た
め
、
来
院
時
に
は
悪
化
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て

い
る
」「
高
齢
者
の（
来
院
）
中

断
か
ら
再
開
ま
で
の
期
間
が
長

く
な
り
予
後
不
良
に
な
る
ケ
ー

ス
が
目
に
つ
く
」
な
ど
、
患
者

の
症
状
悪
化
に
つ
な
が
る
悪
影

響
を
指
摘
す
る
会
員
歯
科
医
師

の
声
の
、
ま
さ
に
オ
ン
パ
レ
ー

ド
と
な
っ
て
い
て
、
実
に
興
味

深
か
っ
た
。

た
め
に
も
、
低
く
抑
え
ら
れ
て

き
た
歯
科
診
療
報
酬
の
ア
ッ
プ

が
、
歯
科
医
師
の
利
益
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
国
民
に
と
っ
て

も
歯
科
治
療
の
質
向
上
の
観
点

か
ら
必
要
な
こ
と
を
、
厚
労
省

や
政
治
家
、
中
医
協
の
委
員
な

ど
従
来
の
イ
ン
ナ
ー
サ
ー
ク
ル

だ
け
で
な
く
、
最
終
的
な
費
用

負
担
者
で
あ
る
国
民
か
ら
も
納

得
し
て
も
ら
う
こ
と
、
さ
ら
に

は
そ
の
前
門
に
な
る
メ
デ
ィ
ア

に
も
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
が
、
ど
う
し
て
も
必
要
に
な

る
。

　
困
難
な
課
題
だ
が

　
歯
科
医
療
界
を
挙
げ
…

　

困
難
な
課
題
だ
が
、
歯
科
医

療
界
を
挙
げ
て
、
真
正
面
か
ら

こ
こ
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
か
ら
し

か
道
は
開
け
な
い
は
ず
だ
。

協
会
活
動
日
誌  

２
０
２
１
年
9
月

  1　水　第6回経営管理部会
  2　木　東京都要請
  3　金　第6回総務会議
  5　日　新規開業医講習会
  6　月　日本共産党東京都議会議員団ヒア
　　　　リング
  7　火　第6回広報部会
  8　水　第5回医事相談部会、
　　　　 都民ファーストの会東京都議団ヒ

アリング、立憲民主党東京都議会議
員団ヒアリング、休保審査会（医科）

  9　木　第11回理事会
10　金　第3回メディア懇談会
13　月　第5回地域医療部会
14　火　第6回共済部会

15　水　「保険でよい歯を」東京連絡会
　　　　第1回世話人会
16　木　会員無料相談デー
17　金　第5回政策委員会
21　火　第5回社保･学術部会
23　木　第2回保団連地域医療対策部会
24　金　第12回理事会
25　土　第2回若手歯科医師向け学術ベー
　　　　シック講座、休保審査会（全国）
27　月　第3回医科歯科連携委員会･合同
　　　　会議 
29　水　第5回組織部会
30　木　第2回学術研究会、
　　　　第2回ドクター・スタッフ講習会
　　　　（実習シャープニング編）

（１０）第６１９号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２１年（令和３年）１０月１日 （第三種郵便物認可）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021 年 9 月 10 日

　　　東京都知事　
　　　　小池　百合子　殿

都立病院の独立行政法人化の中止を求める要望書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京歯科保険医協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　坪田　有史

　　　　都立病院は、都民の健康と生命を守るために、民間病院では不採算とさ
　　　れる障がい者医療や産科・小児医療、救急医療、感染症などの分野にも積
　　　極的に取り組んでいる。昨今の新型コロナウイルス禍においても、重要な
　　　役割を担っており、東京都の医療を守る上で欠かすことのできない存在で
　　　ある。
　　　　そのような中で東京都は、都立病院の独立行政法人化（以下、独法化）
　　　を加速させようとしている。独法化は、効率性と独立採算を強く求めるも
　　　のである。そのため、不採算医療の切り捨てや医療の安全と質の低下、地
　　　域における医療連携の後退、人件費削減による医療従事者の過重労働など、
　　　様々な問題を引き起こす可能性があり、都民の健康と生命を脅かしかねな
　　　い。
　　　　また、東京都公表の「新たな病院運営改革ビジョン」に寄せられた都民
　　　の意見では、「医療が利益優先に走ると、都民は安心して医療機関を受診
　　　できなくなる」、「低所得者や弱者が安心して受診し、サポートを受けられ
　　　る場を失う」など、独法化に対する不安・反対する声が多く寄せられてい
　　　る。医療従事者からも「都民の命と健康を守ることを使命に懸命に働い
　　　ている。独法化されれば、患者に寄り添った医療ができなくなるのではな
　　　いかと不安」との声がある。都民、医療従事者の声を無視することは許さ
　　　れない。
　　　　さらに、現状でも新型コロナウイルス感染症の蔓延により、入院できず
　　　に自宅で死亡するケースも散見されている。
　　　　このような状況を鑑みれば、独法化に動くべきではなく、むしろ拡充す
　　　べきである。これらの理由から下記の 2点を要望する。

記

　　　一、医療逼迫・医療崩壊を生む危険性があり、都民の健康と生命を守れな
　　　　　くなる独法化を中止すること。

　　   一、地域医療を守り、コロナ禍や災害時などの非常事態にも柔軟に対応で
　　　　　きるように都立病院を拡充すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

都
立
病
院
等
独
法
化
の
中
止
求
め
る

都
立
病
院
等
独
法
化
の
中
止
求
め
る

東
京
都
に
要
望
書
提
出

東
京
都
に
要
望
書
提
出

感
染
症
予
防
へ
　
学
生
提
案
も

歯
周
病
・
認
知
症
研
究
の
講
演
開
催

歯
周
病
・
認
知
症
研
究
の
講
演
開
催

（上段中央）武 洲 氏／市民講座の様子

９
月
12
日
、
福
岡
県
歯
科
保

険
医
協
会
に
て
「
み
ん
な
で
考

え
て
、
歯
と
口
か
ら
全
身
の
健

康
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
題
し

た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
市
民
講
座
が
開
催
さ

れ
た
。
歯
周
病
菌
が
体
内
に
侵

入
す
る
と
、
認
知
症
の
７
割
を

占
め
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
の
原
因
物
質
「
ア
ミ
ロ
イ

ド
ベ
ー
タ
」
の
脳
へ
の
蓄
積
量

が
通
常
の
10
倍
に
な
る
な
ど
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
九
州
大
学
歯

学
部
他
の
研
究
チ
ー
ム
が
解
明

し
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界

中
に
衝
撃
を
与
え
た
。

　

研
究
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
で
、

テ
レ
ビ
番
組
、
各
メ
デ
ィ
ア
で

研
究
成
果
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
き
た
、
同
大
歯
学
研
究

員
准
教
授
の
武
洲
（
た
け
・
ひ

ろ
）
氏
が
「
歯
周
病
と
認
知
症
」

に
つ
い
て
最
新
の
研
究
動
向
を
講

演
し
た
。
ま
た
、
同
大
歯
学
部

の
学
生
４
名
よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
と
重

症
化
を
予
防
す
る
た
め
に
「
口

か
ら
免
疫
機
能
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
」こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

市
民
講
座
の
た
め
、
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
圧
の
具
体
的
な
例
な
ど
を

平
易
な
言
葉
で
説
明
し
、日
常

の
臨
床
で
も
参
考
に
な
る
発
表

で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
同
協
会
副
会
長
・

地
域
医
療
対
策
部
長
の
久
保
哲

郎
氏
が
「
患
者
と
家
族
、
医
療

介
護
の
多
職
種
の
方
々
と
協
力

し
、
歯
と
口
、
全
身
の
健
康
と

の
関
わ
り
を
学
ぶ
こ
と
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
」
と
総
括
し
、

講
座
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と
い
う
こ
と
で

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
１
８
０

名
の
参
加
が
あ
り
、
有
意
義
な

市
民
講
座
と
な
っ
た
。
（
М
）

金パラ原価割れの改善を求める署名
わずか１週間で754筆

　

金
パ
ラ
の
高
騰
を
受
け
、
協

会
は
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

と
全
国
の
保
険
医
協
会
と
と
も

に
８
月
末
か
ら
原
価
割
れ
の
改

善
を
求
め
る
署
名
を
行
い
、
わ

国
の
予
算
を
増
や
し
、
次
期
改
定
で
は
プ
ラ
ス
改
定
を

国
の
予
算
を
増
や
し
、
次
期
改
定
で
は
プ
ラ
ス
改
定
を

歯
科
医
師
署
名
と
患
者
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

歯
科
医
師
署
名
と
患
者
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

協
会
は
「
都
立
病
院
・
公

社
病
院
の
独
立
行
政
法
人

化
」
の
動
き
に
対
し
、
中
止

を
求
め
る
べ
く
、
東
京
都
知

事
、
東
京
都
病
院
経
営
本

部
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
宛

で
、
以
下
の
要
望
書
を
提
出

し
た
。

　

東
京
都
は
来
年
度
、
独
立

行
政
法
人
「
都
立
病
院
機

構
」
を
新
設
。
経
営
効
率
化

を
目
指
し
、
都
立
お
よ
び
都

保
健
医
療
公
社
が
運
営
す
る

14
病
院
な
ど
を
機
構
の
傘
下

に
入
れ
る
方
針
で
あ
る
。
そ

の
中
に
は
、
感
染
症
医
療
や

小
児
・
周
産
期
医
療
な
ど
、

不
採
算
に
陥
り
や
す
い
分
野

を
扱
う
医
療
機
関
が
含
ま
れ

て
い
る
。

　

先
日
行
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
尋
ね
る
会
員

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
診
療
報
酬

の
引
き
上
げ
を
求
め
る
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
上

げ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
年

末
に
決
ま
る
次
期
改
定
の
改
定

率
で
大
幅
な
プ
ラ
ス
改
定
を
実

現
す
る
こ
と
が
必
須
で
す
。　
　

　

ま
た
、
感
染
対
策
か
ら
来
院

機
会
を
減
ら
し
て
集
中
し
た
治

療
を
行
う
と
、
点
数
と
と
も
に

窓
口
負
担
も
上
が
る
た
め
、
窓

口
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
声
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
協
会
で
は
、
国
の
予

算
を
増
や
し
、
プ
ラ
ス
改
定
と

窓
口
負
担
の
双
方
を
実
現
す
べ

く
、
全
国
の
保
険
医
協
会
と
と

も
に
、
歯
科
医
師
署
名
と
患
者

署
名
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

し
た
。会
員
の
皆
様
に
は「
月
刊

保
団
連
」
２
０
２
１
年
10
月
号

（
10
月
５
日
頃
に
送
付
予
定
）

に
同
封
し
て
署
名
用
紙
と
返
信

用
封
筒
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
返

信
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
ク
イ
ズ
に
答
え
て

抽
選
で
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
な
ど

が
当
た
る
「
待
合
室
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
も
実
施
し
ま
す
。
待
合

室
用
ポ
ス
タ
ー
な
ど
も
一
緒
に

同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
医
療
制
度
改
善
を
患
者
さ

ん
と
と
も
に
考
え
る
き
っ
か
け

作
り
に
、
お
役
立
て
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
協
会

（
☎
０
３
―
３
２
０
５
―
２
９

９
９
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

上記書類２種を発送します。会員の皆様のご協力、および患者様への周知をお願いいたします。

ず
か
１
週
間
で
７
５
４
筆
の
署

名
が
寄
せ
ら
れ
た
。
署
名
と
と

も
に
「
治
療
し
て
赤
字
に
な
る

の
は
理
解
不
能
」「
仕
事
へ
の

意
欲
を
失
う
」「
マ
ジ
メ
に
や

れ
ば
や
る
ほ
ど
赤
字
っ
て
お
か

し
く
な
い
で
す
か
？
」
と
の
意

見
も
多
数
寄
せ
ら
れ
、
原
価
割

れ
の
深
刻
さ
が
改
め
て
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。

　

協
会
は
、
保
団
連
を
通
じ
て
、

９
月
17
日
に
厚
生
労
働
省
、
内

閣
府
な
ど
関
係
各
省
に
提
出
を

行
っ
た
。

　

協
会
は
、
本
署
名
提
出
後
も

引
き
続
き
金
パ
ラ
の
「
逆
ザ

ヤ
」
の
改
善
を
求
め
て
い
く
。

署
名
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
改

め
て
案
内
を
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

会員優待サービス会員優待サービス

優待券をお求めの方は、
右QRコードよりお申込みください。

・ サンリオピューロランド

 ・ リソルの森

 ・ プリンスホテル　他
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「
先
生
、
先
月
入
れ
た
銀

歯
と
同
じ
も
の
を
反
対
側
に

入
れ
た
の
に
、
点
数
が
違
う

の
は
何
故
？
」

　
「
今
月
か
ら
金
属
の
値
段

が
上
が
っ
た
の
で
、
点
数
も

上
が
り
ま
し
た
」

　
「
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
、
点
数
が

変
わ
る
の
で
す
ね
？
」

　

こ
の
よ
う
な
会
話
が
あ
る

う
ち
は
ト
ラ
ブ
ル
に
は
な
り

ま
せ
ん
が
、
い
き
な
り
カ
ル

テ
開
示
し
て
ほ
し
い
と
い
う

患
者
さ
ん
が

増
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

ご
承
知
の

通
り
、
厚
労

省
は
２
年
に

１
度
だ
っ
た
改
定
を
、
著
し

い
金
パ
ラ
価
格
の
高
騰
で
３

カ
月
に
１
度
、
価
格
を
見
直

し
、
逆
ザ
ヤ
が
出
に
く
い
よ

う
な
仕
組
み
を
構
築
し
ま
し

た
が
、
一
向
に
解
消
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

あ
る
先
生
は
、
保
険
の
鋳

造
冠
を
廃
止
に
し
た
り
、
イ

ン
レ
ー
修
復
は
せ
ず
、
Ｃ
Ｒ

充
填
に
置
き
換
え
た
り
し
た

そ
う
で
す
。
多
く
の
患
者
さ

ん
は
、
銀
歯
で
は
な
く
白
い

歯
に
な
る
の
な
ら
文
句
を
言

い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
保
険
で

は
で
き
ず
に
、
高
額
を
支
払

っ
た
患
者
さ
ん
が
、
後
に
、

保
険
で
も
白
い
歯
が
作
製
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を

ど
こ
か
ら
か
聞
か
さ
れ
た
場

合
は
、
不
信
感
が
募
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
、

年
に
何
度
も
点
数
が
変
わ
る

こ
と
は
、
患
者
不
信
を
招
く

お
そ
れ
が
あ
る
だ
け
で
は
な

く
、
レ
セ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
や

手
書
き
請
求
の
先
生
に
は
、

と
て
も
迷
惑
な
話
で
す
。

　

そ
こ
で
、
根
本
的
な
解
決

策
と
し
て
、
私
が
思
い
つ
く

こ
と
は
２
つ
で
す
。
１
つ

は
、
最
初
か
ら
逆
ザ
ヤ
に
な

ら
な
い
く
ら
い
の
金
パ
ラ
価

格
を
付
け
、
１
〜
２
年
で
見

直
し
て
い
く
と
い
う
考
え
で

す
。
も
う
１
つ
の
案
は
、
金

パ
ラ
を
国
か
ら
の
配
給
（
一

定
の
価
格
で
２
年
間
購
入
で

き
る
）
で
、
歯
科
診
療
所
に

卸
し
て
も
ら
う
か
だ
と
思
い

ま
す
。

　

第
１
案
は
、
保
険
医
に
と

っ
て
は
あ
り
が
た
い
話
で
す

が
、
支
払
い
側
は
納
得
し
な

い
で
し
ょ
う
。　

　

そ
し
て
第
２

案
は
、
配
給
制

度
に
す
る
た
め

に
は
、
法
改
正

や
新
た
な
部

署
の
設
立
が
必
要
と
な
る
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
20
年
以

上
も
前
か
ら
こ
の
問
題
が
解

決
さ
れ
ず
、
先
延
ば
し
に
さ

れ
て
き
た
理
由
は
、
歯
科
医

師
に
と
っ
て
金
パ
ラ
問
題
が

死
活
問
題
で
は
な
い
と
思
わ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

問
題
が
あ
っ
て
も
、
自
費

診
療
や
代
替
治
療
で
何
と
な

く
乗
り
切
れ
る
か
ら
緊
急
性

は
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、

緊
急
事
態
宣
言
下
で
歯
科
医

師
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど

が
、
法
改
正
す
る
こ
と
な
し

に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
金
パ
ラ
問
題
が
、
歯
科

保
険
医
に
と
っ
て
緊
急
事
態

に
値
す
る
と
行
政
が
判
断
し

な
け
れ
ば
、
ま
だ
こ
れ
か
ら

も
こ
の
問
題
は
ズ
ル
ズ
ル
と

長
引
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
こ
れ

か
ら
行
わ
れ
る
国
政
選
挙

は
、
今
ま
で
以
上
に
大
事
な

選
挙
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

私
が
考
え
る
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
問
題
解
消
法

　
　
　
　
　
　
　
　
松
島
良
次（
副
会
長
／
目
黒
区
）

　

先
日
、「
歯
科
医
師
に
よ
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
」
に
従
事

し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

参
加
し
た
の
は
都
内
の
職
域

接
種
で
、
モ
デ
ル
ナ
ワ
ク
チ
ン

２
回
目
接
種
で
し
た
。

　

協
会
の

　

筋
肉
内
注
射
実
技
研
修

協
会
主
催
の
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た

め
の
筋
肉
内
注
射
実
技
研
修
」

お
よ
び
「
三
角
筋
の
詳
細
解
剖

解
説
に
よ
る
正
し
い
筋
肉
注
射

と
迷
走
神
経
反
射
対
策
」（
講
師

は
、
い
つ
き
会
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
の
佐
藤
一
樹
先
生
）

に
参
加
。
研
修
と
実
習
で
三
角

筋
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
理
解
が

一
層
深
ま
り
ま
し
た
。
講
義
内

「歯
科
医
師
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
」
に
従
事
し
て

容
を
反
復
し
、
さ
ら
に
理
解
を

深
め
、
教
わ
っ
た
こ
と
を
現
場

で
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
に
努

め
た
。
お
嫁
に
い
き
、
２
人
の

チ
ビ
ち
ゃ
ん
を
子
育
て
中
の
我

が
娘
で
リ
ハ
ー
サ
ル
。
上
腕
部

筋
肉
が
母
親
ら
し
く
大
変
立
派

に
た
く
ま
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
見
た
時
、
と
て
も
嬉
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

接
種
業
務
当
日
の
模
様

　

午
前
９
時
半
か
ら
医
療
従
事

者
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
始
。
モ

デ
ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
異
物
混
入
の

質
問
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
な

ど
。
業
務
時
間
は
、
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
。
昼

休
み
は
１
時
間
。

　

被
接
種
者
の
問
診
表
の
チ

ェ
ッ
ク
、
年
齢(

モ
デ
ル
ナ
は

18
歳
以
上) 

、
右
腕
接
種
か
左

腕
接
種
か
を
Ｒ
あ
る
い
は
Ｌ

で
記
載
。
注
射
針
が
抜
け
や

す
い
の
で
必
ず
押
し
込
み
、

保
護
キ
ャ
ッ
プ
は
右
手
だ
け
で

外
せ
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
緩

め
て
お
き
ま
す
。
被
接
種
者

に
挨
拶
と
と
も
に
、「
肩
を
出

し
て
筋
肉
を
確
認
し
ま
す
ね
」

と
声
を
か
け
、
手
首
に
軽
く

触
れ
腕
を
45
度
外
転
さ
せ
ま

す
。
視
診
、
必
要
で
あ
れ
ば
触

診
を
行
っ
て
三
角
筋
を
正
確
に

確
認
し
、
そ
の
中
心
で
筋
肉
が

一
番
厚
い
場
所
を
接
種
位
置
と

し
ま
す
。
私
の
三
横
指
は
約
４

・
５
セ
ン
チ
な
の
で
肩
峰
か

ら
１
セ
ン
チ
下
か
ら
三
横
指
が

接
種
位
置
と
重
な
り
ま
す
。

被
接
種
者
の
腕
は
重
力
に
任
せ

て
落
下
さ
せ
三
角
筋
を
脱
力
さ

        　

木
下

優
（
品
川
区
開
業
）

ワクチン接種を受ける菅義偉総理（国立国際医療研究センター代表撮影）

せ
る
。
接
種
位
置
を
中
央
に
し

て
、
左
手
の
親
指
と
人
差
し
指

薬
指
で
逆
Ⅴ
字
を
作
り
ま
す
。

右
手
だ
け
で
保
護
キ
ャ
ッ
プ

を
外
し
、
ペ
ン
ホ
ー
ル
ド
で

表
皮
に
対
し
90
度
の
角
度
で
、

太
さ
25
Ｇ
、
長
さ
25
ミ
リ
の

針
を
根
元
ま
で
穿
刺
し
ま
す
。

痺
れ
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
注

射
器
の
固
定
を
確
認
し
、
ゆ
っ

く
り
と
最
後
ま
で
し
っ
か
り
左

手
の
親
指
で
ワ
ク
チ
ン
０
・
５

㏄
を
注
入
し
ま
す
。
抜
針
後
、

す
ぐ
針
捨
て
ボ
ッ
ク
ス
に
注
射

器
を
捨
て
る
。
接
種
後
は
、

「
２
回
目
が
無
事
に
終
わ
っ

て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

と
声
か
け
を
行
い
、
た
く
さ
ん

の
笑
顔
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

私
が
担
当
し
た
接
種
ブ
ー
ス

（
歯
科
医
師
１
名
・
看
護
師
１

名
）
の
接
種
人
数
は
１
５
０
名

弱
。
廃
棄
ワ
ク
チ
ン(

注
射
器

の
落
下
、
ワ
ク
チ
ン
の
液
漏
れ

な
ど)

な
し
、
迷
走
神
経
反
射

な
し
で
し
た
。
ペ
ア
の
看
護
師

さ
ん
に
も
恵
ま
れ
、
終
始
和
や

か
に
笑
い
溢
れ
る
接
種
ブ
ー
ス

で
気
持
ち
よ
く
業
務
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
の

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
況

　

欧
米
に
遅
れ
を
と
っ
た
日
本

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
す
が
、

９
月
末
に
は
２
回
目
接
種
終
了

者
が
全
人
口
の
６
割
弱
に
な

る
よ
う
で
す
。
菅す
が
よ
し
ひ
で

義
偉
総
理

の
功
績
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

全
国
の
医
療
従
事
者
の
献
身
的

な
働
き
に
加
え
、
日
本
国
民
の

真
面
目
さ
と
優
れ
た
協
調
性
が

現
在
の
状
況
を
作
り
出
だ
し
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
和
な
日
々
が

　

戻
る
こ
と
を
…

１
年
９
カ
月
に
お
よ
ぶ
、
こ

の
災
害
。
早
く
平
和
な
日
々
が

戻
る
こ
と
を
、
切
に
願
っ
て
い

ま
す
。

ワクチン接種ブースにセットされた器具類

第第３３回メディア懇談会を開催回メディア懇談会を開催

コロナワクチン接種研修や
政府補助金などを巡り議論

　

協
会
は
９
月
10
日
、
第
３
回

（
通
算
85
回
）
メ
デ
ィ
ア
懇
談

会
を
開
催
し
た
。
今
回
も
コ
ロ

ナ
禍
に
配
慮
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

と
し
、
専
門
紙
記
者
や
医
療
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
６
氏
が
参
加
し

た
。
協
会
の
加
藤
開
副
会
長
が

説
明
・
報
告
に
あ
た
り
、
広
報

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
長
の
早
坂

美
都
理
事
が
司
会
を
務
め
た
。

　

今
回
の
議
題
は
、
①
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
の

筋
肉
内
注
射
実
技
研
修
の
報
告
、

②
協
会
歯
科
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
、

③
「
次
期
改
定
に
向
け
て
、
金

パ
ラ
『
逆
ザ
ヤ
』
の
抜
本
的
な

解
消
を
求
め
る
署
名
」、
④
診

療
報
酬
に
関
す
る
厚
労
省
要
請

（
７
月
28
日
）、
⑤
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
関
す

る
補
助
金
厚
労
大
臣
要
請
（
８

月
４
日
）」、
⑥
２
０
２
２
年
度

東
京
都
予
算
に
関
す
る
東
京
都

福
祉
健
康
局
と
の
意
見
交
換
お

よ
び
都
議
会
各
党
と
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
―
な
ど
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
①
に
関
し

「
実
技
研
修
に
は
２
５
０
名
弱

が
参
加
。
会
員
は
そ
の
意
義
に

強
い
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
す

ぐ
に
枠
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
」
と
報
告
す
る
と
、
参
加
者

か
ら
は
、「
研
修
で
は
具
体
的

に
何
を
実
施
し
た
の
か
」「
ワ

ク
チ
ン
の
副
反
応
は
、
打
ち
方

や
接
種
箇
所
に
問
題
が
あ
る
の

か
」「
実
際
に
研
修
に
参
加
し

て
感
じ
た
こ
と
は
何
か
」
な
ど

の
質
問
が
矢
継
ぎ
早
に
飛
ん

だ
。
こ
れ
に
対
し
、
研
修
の
様

子
と
と
も
に
、
注
射
角
度
や
部

位
を
誤
る
と
副
反
応
に
繋
が
る

こ
と
を
解
説
。
正
し
く
三
角
筋

に
打
つ
こ
と
で
、
偶
発
的
な
事

故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と

な
ど
を
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
②
に
つ
い
て
は
、
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
も
と

に
、
ひ
っ
迫
す
る
歯
科
診
療
所

の
経
営
状
況
を
報
告
。
感
染
防

止
対
策
の
経
費
や
受
診
控
え
に

よ
り
、
経
営
が
圧
迫
さ
れ
る

上
、
第
３
次
補
正
予
算
案
で
は

厚
労
省
が
一
括
窓
口
と
な
っ
た

た
め
、
手
続
き
が
混
乱
し
て
い

る
実
状
を
指
摘
し
た
。

　

さ
ら
に
⑤
に
関
し
て
、
協
会

か
ら
「
第
２
次
は
１
０
０
万
円

で
申
請
先
は
各
都
道
府
県
。
か

な
り
混
乱
し
、
申
請
を
し
て
か

ら
も
振
り
込
ま
れ
な
い
事
例
が

多
く
あ
っ
た
。
第
３
次
は
厚
労

省
が
一
括
で
行
い
、
医
科
、
歯

科
、
調
剤
も
一
緒
な
の
で
、
パ

ン
ク
し
て
い
る
状
況
」
な
ど
と

報
告
し
、
参
加
者
か
ら
は
行
政

の
対
応
へ
の
疑
問
が
投
げ
か
け

ら
れ
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
談
の

中
で
も
、
参
加
者
か
ら
疑
問
の

声
が
上
が
り
、
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。

2008年の第1回開催以来、通算85回目
の開催を迎えたメディア懇談会。写真
左は加藤開副会長、右は早坂美都理事
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